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観
る
こ
と
に
於
け
ろ
言
語

河

語
Σ
オ

敦

夫

　
我
々
の
言
葉
は
、
一
定
の
規
準
と
し
て
慣
習
的
に
規
定
さ
れ
、
魔
會
的
に
輿
へ
ら
れ
滞
る
不
語
の
躍
な
る
使
用
で
は
な
く
し
て
、
各
個

入
に
よ
っ
て
、
ま
た
各
面
問
に
於
て
、
夫
々
に
異
る
個
牲
あ
る
統
一
罷
で
あ
る
と
云
は
れ
る
。
各
入
各
面
闘
の
昔
聲
の
憂
化
は
、
口
腔
や

喉
頭
の
個
人
差
に
よ
っ
て
起
る
と
か
、
ま
た
導
入
が
教
へ
ら
れ
た
禁
野
を
、
記
憶
の
不
確
さ
の
爲
に
口
や
喉
で
手
探
り
な
が
ら
近
づ
き
、

少
し
づ
・
誤
っ
た
襲
昔
を
す
る
こ
と
に
よ
る
と
か
云
ふ
生
理
帯
的
心
理
學
的
な
解
繹
は
、
言
語
の
道
具
の
中
に
原
理
を
児
翫
さ
う
と
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
雷
語
の
本
質
的
な
観
察
に
墓
く
も
の
で
は
な
く
、
虚
語
を
一
定
の
出
來
上
つ
丸
も
の
（
2
σ
q
o
ご
と
し
て
取
り
あ
げ
、

活
動
（
o
づ
O
尻
膿
O
影
）
と
し
て
見
な
い
立
場
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
る
。
書
案
は
鎌
入
者
瞬
間
の
言
語
的
活
動
な
の
で
あ
っ
て
、
愛
化
す
る
音

頭
は
　
、
形
而
上
學
的
世
界
か
ら
物
理
學
的
世
界
へ
畿
す
る
電
氣
の
火
花
の
閃
過
、
或
は
時
室
な
き
思
想
の
現
實
化
」
の
如
き
も
の
で
あ
る
と

カ
ー
ル
・
フ
ォ
ス
ラ
ー
は
云
》
勘
。
（
。
Q
一
）
巴
包
6
駐
の
警
ξ
h
皿
謁
毎
乙
守
薯
鐸
ζ
一
目
。
Q
●
α
㊤
’
）

　
か
く
の
如
き
言
語
の
個
性
が
言
語
研
究
の
中
心
闇
題
と
な
っ
た
の
は
、
ベ
ー
コ
ン
か
ら
バ
ー
ク
リ
ィ
に
至
る
英
國
纏
瞼
論
に
よ
っ
て
、

論
理
的
形
而
上
墨
的
観
黙
が
心
理
學
的
観
黙
に
置
き
代
へ
ら
れ
て
工
事
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
言
語
は
事
物
に
封
聴
す
る
概
念
の

表
現
で
は
な
く
、
精
紳
の
一
般
的
な
る
作
用
形
式
の
表
現
で
あ
、
る
と
云
は
れ
、
夏
に
徹
底
し
て
は
、
経
験
さ
れ
る
事
實
は
、
常
に
具
罷
的
個

別
的
な
る
が
故
に
、
言
語
は
事
物
を
把
捉
す
る
個
別
的
な
る
仕
方
と
方
向
を
表
す
も
の
と
さ
れ
た
。
か
・
る
傾
向
は
、
認
識
と
其
の
要
求

　
　
　
　
　
観
ろ
こ
と
に
於
け
ろ
言
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
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折
口
墨
晶
鱒
究
　

第
二
百
六
し
T
・
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
訂

す
る
表
徴
た
る
言
語
と
の
聞
に
、
撒
學
に
於
け
る
が
如
き
必
然
的
な
る
關
聯
を
考
へ
、
其
に
よ
っ
て
世
界
語
の
理
想
を
樹
立
し
た
ラ
イ
プ

ニ
ッ
ツ
と
は
反
言
に
、
早
く
も
各
国
語
の
個
性
を
比
較
研
究
し
、
其
等
の
長
短
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
完
全
な
る
禅
語
の
理
想
を
打
ち

立
て
よ
う
と
し
た
べ
…
コ
ン
の
企
て
が
、
話
調
語
の
異
る
に
從
ひ
、
そ
の
表
現
す
る
精
憩
の
相
異
せ
る
こ
と
を
推
察
せ
し
め
た
こ
と
に
よ

っ
て
も
促
進
さ
れ
た
。
從
っ
て
、
そ
の
後
、
言
語
の
表
現
は
個
々
の
精
騨
が
個
々
の
表
象
を
形
成
す
る
特
殊
形
式
に
か
・
は
る
も
の
で
あ

る
が
故
に
、
そ
の
根
源
は
徳
性
的
な
る
精
紳
的
劇
造
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
、
普
遍
的
な
る
世
界
語
に
麗
し
て
、
言
語
の
様
式
論
が
取
り
あ

び
ら
れ
弛
。
こ
瓦
に
於
て
、
言
語
の
観
察
の
轟
轟
は
、
論
理
學
か
ら
心
理
學
の
み
な
ら
す
美
學
へ
と
移
動
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、

個
別
的
創
造
的
な
る
精
沸
が
、
例
へ
ば
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
に
よ
つ
て
、
「
天
才
」
の
概
念
を
以
て
把
捉
さ
れ
、
そ
の
形
式
原
理
は
外
的
な
る
現

實
存
在
を
形
成
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
て
、
藝
術
家
の
作
品
の
中
に
、
内
的
な
る
調
和
を
形
成
す
る
韻
律
と
し
て
現
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
。

加
之
、
そ
れ
は
常
に
個
別
的
に
憂
化
し
な
が
ら
も
、
常
に
自
己
岡
↓
的
な
る
カ
と
し
て
、
普
遍
的
な
「
宇
宙
の
天
才
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
。
か
く
し
て
、
十
七
八
世
紀
を
支
配
し
た
「
主
観
性
」
の
概
念
が
深
め
ら
れ
る
と
共
に
、
言
語
の
理
論
的
内
容
と
認
識
構
成
上
に
於
け
る

役
割
に
の
み
富
麗
を
置
き
、
理
性
の
直
接
的
産
物
と
し
て
言
語
を
考
察
せ
る
合
理
論
及
び
縄
験
論
の
立
場
か
ら
、
感
情
的
意
志
的
領
域
を

考
究
の
中
心
と
し
、
そ
こ
に
言
語
を
基
礎
づ
け
る
美
畢
的
立
場
へ
と
移
り
行
つ
九
の
で
あ
る
。
（
く
σ
⊇
野
図
＝
翼
○
婁
冨
5
コ
μ
凶
δ
。
・
O
b
三
Φ
鳥
2

。。

級
c
9
静
9
8
閃
o
H
津
o
P
一
．
日
。
一
】
’
望
①
O
Q
｝
）
窮
3
①
●
o
Q
．
遷
淳
）

　
現
代
の
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ス
ラ
ー
の
立
場
は
、
ク
ロ
ー
チ
ェ
の
亀
鑑
を
根
糠
と
し
、
諸
能
力
の
前
提
を
な
す
純
粋
直
観
の
表
現
活
動
と
し

て
言
語
を
観
察
す
る
。
而
し
て
、
こ
の
直
観
能
力
は
形
而
上
蛮
的
主
裁
と
し
て
不
憂
で
あ
る
が
、
そ
の
作
用
形
式
、
或
は
機
能
が
個
別
的

に
し
て
、
多
襟
に
憂
化
す
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
能
ヵ
の
普
遍
性
に
よ
つ
て
言
語
的
共
岡
祉
會
が
成
立
す
る
一
方
、
各
個
入
各
瞬
間
に
創
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造
と
し
て
の
言
語
は
異
る
の
で
あ
る
と
設
明
す
る
。
　
（
節
・
9
・
．
ρ
o
Q
．
総
や
）
か
く
の
癩
き
フ
ォ
ス
ラ
ー
の
純
粋
直
槻
の
立
衆
は
、
ク
ロ
ー

チ
ェ
自
身
が
云
へ
る
如
く
、
美
的
世
界
を
機
甲
の
最
高
段
階
に
置
く
の
と
は
全
く
逆
に
、
最
低
の
段
階
に
置
く
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
カ

ン
ト
か
ら
シ
ェ
リ
ン
グ
に
至
る
槻
念
論
を
超
え
て
、
む
し
ろ
十
八
世
紀
の
シ
ャ
フ
ツ
．
ヘ
リ
か
ら
ハ
ー
マ
ン
、
ヘ
ル
ダ
ー
に
至
る
思
想
に
通

層
す
る
も
の
を
含
ん
で
み
る
の
で
あ
る
。
ヘ
ル
ダ
ー
は
カ
リ
ゴ
ー
ネ
に
於
て
、
感
登
を
粗
野
な
る
感
壁
（
σ
。
．
巳
ぴ
2
Φ
Q
Q
h
三
ざ
）
即
ち
低
き
感
畳

と
、
洗
練
さ
れ
た
る
感
登
（
h
①
一
β
O
冠
Φ
　
ω
一
コ
P
O
）
邸
ち
高
き
感
畳
と
に
分
ち
、
美
を
後
者
の
観
畳
及
び
聴
昼
の
感
惰
の
領
域
に
置
い
て
み
る
。

（
口
Φ
鼠
①
㌦
。
。
芝
巴
（
。
L
．
同
。
。
■
ヒ
ご
鳥
．
囚
蟄
σ
Q
．
8
ρ
ω
噂
お
跨
）
然
し
な
が
ら
、
此
等
の
粗
野
な
る
感
量
と
洗
練
さ
れ
回
る
感
畳
と
は
、
耳
鼻
に

よ
っ
て
常
に
媒
介
さ
れ
て
み
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
軍
に
養
生
的
に
云
っ
て
、
諸
感
礎
が
元
來
鰯
豊
を
根
源
と
し
て
み
る
こ
と
を

さ
す
に
止
ま
る
の
で
は
な
い
。
ヘ
ル
ダ
ー
に
於
て
は
、
○
。
h
｛
げ
三
が
、
鰯
豊
と
更
に
他
の
「
つ
の
意
味
、
郎
ち
愛
惜
を
指
す
が
如
く
に
、
鰯

萱
と
感
厚
は
諸
性
比
の
始
源
で
あ
、
る
と
共
に
、
巻
雲
の
根
抵
を
な
す
一
つ
の
カ
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
る
る
。
燭
壁
は
、
凡
て
の
蜂
蜜
の
始

源
と
し
て
、
諸
感
壁
を
自
己
を
介
し
て
質
的
に
相
通
ぜ
し
め
て
み
る
の
み
な
ら
す
、
其
等
の
間
に
磐
喩
的
な
る
聯
合
愚
慮
を
生
ぜ
し
め
、
其

等
全
膿
を
含
み
活
動
す
る
感
情
で
も
あ
．
る
の
で
あ
る
。
（
p
鋤
b
φ
凸
墜
岳
嵐
ド
p
切
鳥
．
q
9
2
0
窪
d
藷
）
籍
お
（
醇
ω
彰
8
冨
．
ω
．

8
5
そ
れ
故
に
、
ヘ
ル
ダ
ー
が
、
よ
り
高
き
感
麗
の
感
惰
に
美
的
領
域
を
置
く
と
錐
も
、
本
質
的
に
は
、
か
く
の
如
き
始
源
的
根
祇
的

な
る
精
紳
の
最
も
直
接
的
な
る
殺
接
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
言
語
に
於
け
る
音
聲
と
意
味
と
の
表
現
的
閥
係

も
、
か
Σ
る
感
情
を
根
豫
と
し
て
成
立
す
る
も
の
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
か
く
の
如
く
、
直
接
的
な
る
能
力
を
雷
撃
の
根
栂
と
す
る
所
に

於
て
、
カ
ー
ル
・
Z
、
ス
ラ
ー
に
通
す
る
の
で
あ
る
。

　
然
し
な
が
ら
、
ヘ
ル
ダ
ー
に
曾
て
は
、
我
々
の
現
實
存
在
の
感
情
（
偶
霧
O
o
h
9
三
旨
¢
診
霧
U
9
器
k
髪
）
を
脅
か
し
損
害
を
與
へ
、
敵
射

　
　
　
　
　
概
ろ
こ
と
に
於
け
る
言
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
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哲
墨
’
研
究
　
　
第
二
罵
口
山
ハ
十
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

す
る
も
の
は
、
不
快
で
あ
り
、
こ
れ
に
反
し
て
、
そ
れ
を
養
ひ
助
成
し
、
彊
棄
す
る
も
の
は
快
適
な
の
で
あ
っ
て
、
「
最
も
内
奥
の
快
な

る
も
の
は
、
自
分
の
生
々
と
感
ぜ
ら
れ
九
現
實
存
在
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
」
而
し
て
、
か
・
る
互
ひ
に
生
き
あ
っ
て
み
る
謝
象
と
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

己
の
存
在
と
の
生
命
的
な
る
關
係
は
、
冷
か
に
判
断
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
直
接
的
な
る
罷
験
で
あ
る
。

（
斜
9
．
ρ
ω
・
ゆ
の
搾
）
從
っ
て
感
情
は
常
に
我
々
の
幸
編
に
關
っ
て
を
り
、
そ
れ
故
、
ま
た
我
々
の
現
實
存
在
の
安
否
を
知
ら
し
む
る
警
告

の
機
能
を
も
つ
。
例
へ
ば
、
趣
味
は
、
そ
の
元
勲
の
味
麗
の
意
味
に
於
て
も
、
ま
九
精
選
的
な
る
趣
味
の
意
味
に
於
て
も
、
「
我
々
に
役
立

つ
も
の
と
、
役
立
た
ざ
る
も
の
と
の
敏
速
な
る
瞼
虚
者
」
な
の
で
あ
る
。
（
螢
●
節
陰
（
）
．
ω
．
q
◎
q
◎
．
）
ヘ
ル
ダ
ー
の
感
情
の
世
界
は
判
断
を
前
提
す
る

こ
と
な
く
、
む
し
ろ
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
べ
き
判
断
を
含
ん
で
み
る
。
ギ
ュ
ン
テ
ル
・
ヤ
コ
ー
ビ
～
の
口
吻
に
從
へ
ば
、
圭
語
廓
ち
富
己

の
幸
輻
と
、
述
語
激
ち
自
己
の
現
在
の
駄
態
に
固
執
す
る
こ
と
、
或
は
そ
れ
を
逃
れ
る
こ
と
の
是
認
と
が
、
感
情
の
中
に
集
っ
て
み
て
、

判
断
と
し
て
導
灘
さ
れ
る
可
き
可
能
歌
態
に
あ
る
の
で
あ
る
。
（
頃
O
厭
q
O
「
ψ
　
二
p
禽
　菌
餌
コ
紳
。
墜
　
＞
o
嘩
島
げ
。
仲
曲
路
　
Q
Q
曾
　
O
¢
．
）
か
く
の
如
く
に
、
ヘ
ル
ダ

ー
の
感
情
の
世
界
に
は
、
費
慶
的
な
る
意
味
が
含
ま
れ
て
を
り
、
從
っ
て
美
の
領
域
に
於
て
も
、
自
我
に
間
る
關
心
（
H
暴
2
0
ω
芭
と
生
命

的
な
る
艦
験
と
が
重
要
な
る
契
機
を
な
し
て
み
る
。

　
こ
れ
に
窮
し
て
、
フ
ォ
ス
ラ
！
の
純
粋
直
観
は
、
實
践
的
な
る
立
場
の
前
提
と
は
な
っ
て
も
、
こ
れ
を
含
む
も
の
で
は
な
い
。
内
界
と

外
界
、
主
観
と
客
観
と
の
魑
別
を
前
提
と
し
て
、
自
己
外
の
事
象
を
観
察
す
る
能
力
は
凡
て
、
少
く
と
も
、
何
ら
か
の
一
定
の
観
黙
を
選
嚇

す
る
と
云
ふ
こ
と
に
簸
て
、
恣
意
的
、
實
践
的
な
る
立
場
が
介
入
し
、
純
粋
な
事
象
の
公
麗
な
る
擬
察
と
は
云
ひ
難
い
。
實
鍵
的
な
る
契

機
の
介
在
は
、
何
ら
か
の
目
差
に
從
へ
る
任
意
な
る
構
成
を
事
象
に
與
へ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
事
象
の
純
熟
な
る
歴
史
を
槻
さ
し
め
な
い
。

何
ら
か
の
臼
的
に
從
っ
て
構
成
さ
れ
た
る
事
象
は
、
常
に
自
己
外
の
事
實
の
纏
験
を
滲
照
し
、
ま
た
其
に
訂
正
或
は
是
認
さ
れ
な
け
れ
ば
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ド

な
ら
ぬ
。
例
へ
ば
、
歴
史
家
の
歴
史
は
、
史
料
に
頼
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
の
如
き
自
己
外
の
規
準
を
持
つ
こ
と
な
く
、
恣
意
的
、
實

踵
的
契
機
を
含
ま
す
し
て
、
純
糠
に
観
察
し
得
る
立
場
は
、
奇
術
の
立
場
、
即
ち
純
粋
直
観
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
が
、
實
践
的
現
實

に
關
係
な
く
、
琴
芝
を
傳
へ
る
Q
（
汽
鴛
剛
く
○
。
・
ω
δ
び
G
Q
H
肖
8
プ
。
巴
に
ω
∩
げ
9
）
身
⇔
σ
身
繕
乙
図
簿
づ
、
巨
急
臼
μ
隙
ω
．
り
一
一
⑦
●
）
そ
こ
に
於
て
は
、
そ
れ
自

身
の
特
有
な
る
必
然
性
が
支
配
し
、
自
己
外
の
事
象
を
規
準
と
し
て
訂
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
現
れ
る
も
の
は
凡
て
覗
實
で
あ
っ
て
、
自

己
の
内
外
、
主
観
と
客
観
と
の
曄
別
は
問
は
れ
な
い
，
首
尾
一
貫
せ
る
続
一
一
世
界
な
の
で
あ
る
。
言
語
は
、
先
づ
第
一
に
こ
の
純
粋
直

狂
的
世
界
が
成
立
す
る
こ
と
・
し
て
の
表
現
活
動
で
あ
る
。
從
っ
て
、
藝
術
の
墨
で
あ
る
華
墨
に
よ
っ
て
、
創
造
と
し
て
考
察
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
の
如
く
、
言
語
は
本
質
的
に
は
美
的
創
造
な
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
個
人
相
互
の
四
思
想
の
徳
蓬
の
爲
に
利
用
さ
れ

て
、
實
蹟
的
契
機
が
介
入
す
る
や
、
言
語
的
共
同
肚
會
の
文
化
的
要
求
に
從
っ
て
憂
化
す
る
。
か
・
る
言
語
は
、
も
早
や
美
墨
の
み
か
ら

観
察
し
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
一
つ
の
目
的
を
も
つ
肚
全
的
な
る
蓮
用
と
し
て
、
「
農
展
」
と
し
て
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
斯
く
言
語

を
考
察
す
る
立
場
を
と
る
や
、
「
我
々
は
本
來
の
專
門
的
な
る
狭
義
の
雷
語
學
へ
入
っ
て
了
ふ
」
の
で
あ
る
。
（
9
．
P
。
　
○
．
m
甲
e
り
“
．
）
一
上
述

の
如
き
フ
ォ
ス
ラ
ー
の
所
説
は
、
言
語
を
本
來
は
個
性
的
な
る
直
観
の
創
造
そ
の
も
の
、
表
現
活
動
そ
れ
自
膿
と
し
、
言
語
的
交
渉
の
世

界
は
、
こ
の
表
現
活
動
を
前
提
と
す
る
實
蔑
的
利
用
の
立
場
に
他
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
成
程
、
我
々
の
言
語
的
活
動
は
、
各
個
入
異
る
色
合
ひ
を
も
ち
、
各
瞬
間
に
音
聲
は
攣
化
し
、
我
々
は
相
互
に
異
る
言
葉
の
作
風
を
も

つ
て
み
て
、
他
人
と
同
じ
言
葉
を
口
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
み
な
ら
す
、
各
瞬
間
に
過
ぎ
て
行
く
自
分
の
言
葉
を
再
度
繰
返
し
て
、

同
じ
リ
ズ
ム
を
も
つ
た
音
聲
で
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
然
し
な
。
か
ら
、
日
常
の
生
活
に
於
て
は
、
か
・
る
個
性
的
な
る
言
語
的
活
動
を

行
ひ
な
が
ら
も
、
自
己
の
、
ま
た
各
瞬
間
の
個
性
的
な
る
作
風
に
注
意
す
る
こ
と
な
く
、
翻
る
腰
変
的
麺
念
と
し
て
の
、
云
は
ゴ
李
均
化

　
　
　
　
　
窺
る
こ
と
に
於
け
る
言
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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哲
人
碑
寡
％
　
餓
が
二
百
山
ハ
十
L
℃
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
門
○

さ
れ
た
る
表
象
を
傳
へ
ん
と
し
、
ま
た
他
入
の
言
語
的
活
動
に
謝
し
て
も
、
そ
の
こ
ま
や
か
な
陰
影
に
注
意
せ
す
し
て
、
或
る
標
式
的
な

る
も
の
を
受
け
と
ら
ん
と
す
る
態
度
を
と
る
。
師
ち
、
我
々
は
、
直
槻
的
な
る
美
的
世
界
を
直
接
に
見
出
し
、
そ
の
成
立
と
し
て
の
言
語

図
表
親
を
行
ひ
つ
・
も
、
こ
の
美
的
世
界
を
、
我
々
が
そ
の
中
に
於
て
實
践
的
に
活
動
す
べ
き
外
的
な
る
饒
存
の
天
象
界
と
し
て
、
ま
た

受
認
的
通
念
的
な
る
事
象
の
世
界
と
し
て
見
る
と
共
に
、
言
語
的
表
現
を
、
こ
の
世
界
の
激
雷
指
示
を
遵
ふ
も
の
と
な
す
。
從
っ
て
、
か

く
の
如
き
日
常
の
言
語
的
活
動
は
、
實
踵
的
な
る
立
揚
よ
り
の
智
慧
の
利
用
で
あ
る
と
、
一
慮
云
ひ
得
る
に
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

充
分
な
る
解
明
が
得
ら
れ
丸
ご
と
・
は
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
何
と
な
れ
ば
、
日
常
的
實
躍
、
交
渉
の
趾
會
に
煮
て
、
我
々
の
言
語
的
活
動

が
、
本
質
的
に
は
嘉
言
的
な
創
造
で
あ
り
な
が
ら
、
他
面
、
同
時
に
こ
れ
を
實
蹉
的
立
場
か
ら
利
用
す
る
と
云
ふ
二
重
性
格
を
も
つ
こ
と

に
就
て
、
我
々
は
一
暦
考
察
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
師
ち
、
如
何
に
し
て
、
二
つ
の
作
用
が
話
す
と
云
ふ
一
つ
の
作

用
と
し
て
行
は
れ
得
る
の
で
あ
る
か
と
云
ふ
問
題
を
解
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
一
般
に
實
黒
雲
活
動
が
直
槻
的
活
動
を
軍
に
前
提
し
、

こ
れ
を
利
用
す
る
の
で
あ
る
と
云
ふ
丈
で
は
、
如
何
に
し
て
創
造
と
同
時
に
實
践
的
活
動
が
行
は
れ
得
る
の
で
あ
る
か
と
云
ふ
問
題
の
解

決
に
は
な
り
難
い
。
直
槻
を
前
提
し
利
用
す
る
と
は
、
出
遡
上
つ
九
直
観
を
利
用
す
る
の
で
あ
っ
て
、
産
膓
活
動
と
同
時
に
こ
れ
を
利
用

す
る
活
動
が
行
は
れ
る
こ
と
の
聡
明
に
は
な
ら
な
い
。
ま
九
、
活
動
と
し
て
の
言
語
が
封
象
化
さ
れ
、
出
二
上
つ
弛
…
定
の
客
観
的
な
る

言
語
と
し
て
蓮
用
さ
れ
る
も
の
を
教
へ
ら
れ
、
こ
れ
を
単
式
的
交
渉
の
上
に
用
み
る
の
で
あ
る
と
解
し
て
も
、
一
定
の
規
準
と
し
て
與
へ

ら
れ
た
言
語
に
從
っ
て
、
個
々
の
表
現
を
な
す
も
の
は
、
創
造
的
な
る
直
観
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
亦
、
日
常
の
雷
語
的

活
動
が
、
二
つ
の
活
動
が
同
時
に
行
は
れ
る
一
つ
の
活
動
で
あ
る
と
云
ふ
欝
欝
の
解
明
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
解
明
は
如
何
に

す
れ
ば
可
能
で
あ
る
だ
ら
う
か
。
い
つ
れ
に
し
て
も
、
我
々
は
卒
直
に
事
實
を
承
認
し
、
こ
の
活
動
を
一
つ
の
言
挙
的
な
る
活
動
、
即
ち

ら
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直
観
的
實
践
的
な
る
活
動
と
し
て
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
然
し
な
が
ら
、
言
語
的
活
動
に
限
ら
す
、
…
般
に
日
常
の
實
践
と
醸
せ
ら
れ
る
も
の
は
ハ
直
観
の
活
動
と
共
に
、
こ
れ
を
日
常
的
交
渉

の
中
に
蓮
用
す
る
活
動
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
從
っ
て
、
同
型
に
直
槻
的
實
践
的
な
る
一
つ
の
活
動
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、

直
観
的
實
践
的
な
る
活
動
を
場
て
、
特
に
鴬
語
の
活
動
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
嚴
密
で
な
い
と
云
．
帥
こ
と
が
で
き
る
。
私
は
、
勿
論
、
か

・
る
活
動
に
於
け
る
言
語
の
位
置
を
明
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
般
に
、
直
観
的
實
践
的
な
る
蕃
殖
的
立
場
と
は
如
何
な
る
も
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
は
、
現
象
す
る
も
の
凡
て
を
、
外
在
的
な
る
規
準

に
よ
つ
、
て
試
す
こ
と
な
く
、
同
時
に
實
在
と
し
て
襯
て
る
な
が
ら
、
こ
の
現
象
を
叉
自
己
に
凝
立
す
る
も
の
と
し
て
、
自
己
の
現
實
存
在

に
か
・
は
る
も
の
と
し
て
、
此
に
封
即
す
る
立
場
で
あ
る
。
即
ち
、
同
時
に
自
己
と
の
生
命
的
な
る
閥
係
正
直
辛
し
て
鋤
虚
す
る
立
場
で

あ
る
。
そ
こ
に
於
て
は
、
我
々
は
軍
に
槻
照
的
に
立
つ
の
み
で
は
な
く
し
て
、
自
己
の
安
危
を
感
じ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
善
慮
す
る
の
で
あ

る
。
云
は
ゴ
、
封
象
の
心
を
我
が
心
と
し
て
共
に
働
き
、
或
は
創
造
者
と
共
に
封
象
界
を
創
造
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
世
界
の
中

に
於
け
る
自
己
の
現
實
存
在
を
見
出
し
來
っ
て
、
そ
の
自
象
界
に
於
て
宙
己
を
封
淫
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
自
己
の
幸
、
不
幸
の

警
告
を
含
む
感
情
、
好
悪
や
恐
怖
や
数
喜
が
働
い
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
の
如
き
直
概
的
に
し
て
實
践
的
な
る
世
界
は
、
観
照
的
な
る
世
界
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
中
に
住
ま
へ
る
自
己
が
見
出
さ
れ
て
み

る
實
践
的
な
る
世
界
で
も
あ
る
の
で
あ
．
る
。
か
・
る
自
己
の
存
在
と
封
象
と
の
間
に
、
生
活
的
な
關
係
が
結
ば
れ
て
み
る
世
界
に
は
、
何

．
ら
か
自
己
と
自
己
の
蜀
象
と
の
間
に
分
裂
と
封
立
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
乱
立
の
心
を
心
と
し
て
観
照
す
る
の
み
で
は
な
く
、
自
己
の
存

在
に
つ
い
て
誘
出
す
べ
き
翻
意
に
面
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
宙
己
及
び
子
下
の
本
質
的
な
る
も
の
を
、
封
象
そ
の
も
の

　
　
　
　
　
槻
ろ
こ
と
に
於
け
ろ
言
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
｝
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哲
學
研
究
第
二
百
六
＋
七
脱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

に
於
て
、
己
を
室
し
く
し
て
観
る
と
云
ふ
の
み
で
は
な
く
、
そ
の
中
に
又
蚤
立
す
る
自
我
を
抱
い
て
み
る
の
で
あ
る
。
原
始
人
や
幼
児
の

歌
態
が
、
美
的
立
場
や
藝
術
家
の
観
照
と
同
様
の
も
の
と
考
へ
ら
れ
、
比
論
的
に
爾
者
が
擬
察
さ
れ
る
こ
と
が
罎
々
あ
る
。
然
し
、
こ
れ

は
、
原
始
入
や
幼
兇
の
歌
態
に
、
前
蓮
の
如
き
實
鎧
の
含
ま
れ
て
み
る
こ
と
を
忘
れ
て
み
る
も
の
で
あ
る
。
観
照
に
於
て
現
れ
る
生
動
せ

る
現
象
界
に
、
自
我
と
、
自
我
が
そ
の
安
危
に
關
し
て
鋤
塵
す
べ
く
面
し
て
み
る
事
象
と
の
封
立
が
あ
る
み
二
云
ふ
こ
と
は
、
如
何
に
し
て

可
能
な
の
で
あ
ら
う
か
。

　
ヘ
ル
ダ
ー
は
、
覗
墾
と
聴
礎
と
の
感
情
に
於
て
、
美
の
位
置
を
認
め
た
。
彼
に
と
っ
て
、
此
等
の
感
壁
は
、
我
々
を
自
己
の
外
に
導
く

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
粗
野
な
る
感
温
は
、
我
々
の
存
在
に
直
接
に
か
Σ
は
り
、
「
そ
れ
に
調
和
せ
る
も
の
を
、
こ
の
調
和
の
、
郎
ち

享
樂
の
慾
壁
と
共
に
、
我
が
も
の
と
す
る
カ
」
な
の
で
あ
る
が
、
（
9
p
O
．
。
Q
鱒
A
P
）
覗
豊
に
於
て
は
、
そ
れ
に
目
辛
め
る
や
、
「
遍
在

的
な
る
光
が
、
云
は
穿
我
々
を
一
時
に
、
遍
在
者
へ
と
改
罪
す
る
」
の
で
あ
る
。
面
壁
に
於
て
も
、
「
音
は
、
動
か
さ
れ
た
揮
力
あ
る
自
然

の
普
量
的
な
表
現
で
あ
る
」
が
故
に
、
塞
に
森
に
唄
を
き
、
、
も
の
も
の
、
内
な
る
感
動
を
し
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
O
Q
．
の
ピ
簾
】
P
q
G
Q
陰
刈
ド
）

我
々
は
見
る
こ
と
・
聞
く
こ
と
＼
に
よ
っ
て
、
外
の
存
在
に
向
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
他
の
感
官
に
於
て
は
、
そ
の
「
感
壁
の
中
に
、
主
観

と
客
観
と
が
云
は
ゴ
一
つ
に
な
っ
て
み
る
。
」
（
ω
噂
。
。
δ
饗
象
を
感
ず
る
こ
と
が
、
直
ち
に
自
己
の
安
危
を
感
ず
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
封

象
の
心
の
表
現
を
と
ら
へ
、
二
上
の
幸
、
不
幸
を
共
に
感
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
観
憂
と
聴
豊
と
は
、
主
観
と
客
観

と
を
媒
介
す
う
も
の
9
、
H
O
臼
毎
肖
）
、
即
ち
、
　
「
鋤
象
と
感
壁
す
る
も
の
と
の
間
に
入
っ
て
、
前
者
郎
ち
封
象
を
表
現
或
は
模
籍
し
、
後
者

即
ち
感
、
畳
す
る
も
の
に
、
表
現
或
は
模
爲
を
調
和
す
る
よ
う
に
数
へ
て
與
へ
る
（
N
⊆
瞭
餌
一
H
一
①
一
献
｛
μ
）
媒
介
者
」
を
見
崩
し
て
く
る
。
こ
の
媒
介



ひ3ひ

者
は
．
調
和
的
配
列
と
順
序
を
も
つ
た
光
で
あ
り
、
「
音
で
あ
る
。
（
Q
Q
．
G
。
タ
）
光
と
音
の
世
界
に
あ
2
」
始
め
て
、
我
々
は
も
の
も
の
と
交
通

す
る
こ
と
で
き
る
の
で
あ
る
。
然
し
、
我
々
は
こ
の
媒
介
者
と
し
て
の
光
と
㎜
音
を
判
じ
、
之
を
理
解
し
て
他
者
を
知
る
と
云
ふ
の
で
は
な

い
、
我
々
は
他
者
の
中
に
入
っ
て
行
く
。
自
己
の
存
在
の
安
危
に
直
接
に
か
・
は
る
の
で
は
な
く
、
他
者
と
共
に
幸
、
不
幸
を
感
ず
る
。

明
暗
の
配
置
の
幽
か
な
・
、
3
愛
化
に
從
っ
て
、
直
ち
に
も
の
も
の
・
心
の
憂
化
を
感
じ
、
音
梯
の
愛
化
に
そ
の
喜
び
や
悲
し
み
を
感
ず
る
。

「
私
を
、
穫
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
自
身
の
外
に
置
く
存
在
の
た
め
に
、
私
は
自
己
を
忘
れ
る
。
」
（
ω
．
一
三
）
親
畳
と
聴
畳
と
に
於

け
ろ
感
情
は
、
光
と
音
の
世
界
に
於
て
、
鋤
象
の
心
を
心
と
し
て
共
に
生
き
、
自
己
の
安
危
に
直
接
に
か
Σ
は
ら
な
い
観
照
の
立
場
を
可

能
に
す
る
。
　
　
こ
の
ヘ
ル
ダ
ー
の
所
説
は
、
我
々
が
唯
見
る
こ
と
が
で
き
、
聞
く
こ
と
が
で
き
る
と
云
．
幽
直
接
的
な
る
段
階
に
総
て
、

既
に
美
的
世
界
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
許
し
て
み
ろ
。
然
し
な
が
ら
、
我
々
は
、
か
く
の
如
く
直
観
的
現
象
的
な
領
域
を
、
軍
に

親
壁
や
聴
畳
を
働
か
せ
る
と
云
、
幽
こ
と
の
み
に
依
っ
て
得
ろ
こ
と
が
で
き
う
だ
ら
う
か
。
光
と
音
の
世
界
に
目
豊
め
る
こ
と
が
、
封
象
の

中
へ
入
っ
て
行
く
こ
と
で
あ
る
に
し
て
も
、
ヘ
ル
ダ
し
か
自
己
の
中
へ
向
ふ
も
の
と
考
へ
の
西
「
粗
野
な
ろ
感
豊
」
は
、
こ
の
場
合
全
く
無
關

係
で
あ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
か
。
彼
自
身
ヵ
リ
ゴ
i
、
不
の
中
で
、
十
両
は
「
救
助
者
や
捻
閲
者
と
し
て
、
上
畳
と
聴
豊
の
傍
に
立

つ
の
み
な
ら
す
、
草
魚
に
、
そ
の
最
も
緊
密
な
墓
礎
的
観
念
を
與
へ
る
。
そ
れ
な
く
し
て
は
、
目
は
表
而
と
輪
廓
と
色
を
知
贅
す
る
の
み

で
あ
・
－
o
」
と
、
云
、
幽
．
か
如
く
、
（
①
■
野
○
．
Q
Q
・
心
9
）
豊
野
な
る
感
萱
が
全
く
無
驕
係
で
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
尤
も
ヘ
ル
ダ
ー
は
、
バ
！
ク

リ
ィ
の
説
を
う
け
て
、
遠
近
法
を
も
鰯
壁
に
隠
す
る
の
で
あ
る
が
、
我
々
は
其
虎
ま
で
問
は
な
く
と
も
、
直
線
に
圏
さ
を
、
曲
線
に
柔
さ

を
見
る
こ
と
は
、
並
製
に
経
位
す
る
所
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
鰯
箆
の
み
に
限
ら
れ
弛
こ
と
で
ば
な
い
の
で
あ
っ
て
、
色
や
形
に
、
冷

さ
温
さ
、
時
に
は
芳
香
や
甘
味
を
も
見
る
の
で
あ
旧
’
3
。
ま
た
、
蕪
壁
に
於
て
も
、
爽
さ
や
丸
さ
や
鏡
謙
。
・
を
聞
く
の
で
あ
る
。
こ
の
事
實
は

　
　
　
　
　
槻
る
こ
と
に
於
け
ろ
言
藷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
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ヘ
ル
グ
！
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
観
照
的
な
る
光
と
音
の
世
界
の
観
に
、
常
に
自
己
の
中
に
向
ふ
粗
野
な
る
感
豊
の
作
用
が
働
い
て
み
る
こ

と
で
あ
る
。
も
し
も
、
か
く
の
嬢
き
感
箆
が
、
本
來
は
自
己
の
安
危
に
直
犠
に
か
・
は
る
べ
き
も
の
で
あ
る
な
ら
、
観
照
の
世
界
に
干
て

は
、
避
暑
の
中
に
向
ふ
も
の
と
し
て
方
向
を
轄
ぜ
ら
れ
て
る
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
、
嬰
兇
の
頬
の
柔
か
な
ふ
く
ら
み
を
見
る
こ

と
に
於
て
、
同
時
に
送
る
意
味
を
見
て
み
る
。
云
は
ゴ
、
嬰
児
の
無
垢
な
御
身
そ
の
も
の
を
見
て
み
る
の
で
あ
る
。
臼
に
於
て
、
心
を
と

ら
へ
、
そ
の
心
を
膿
験
す
る
の
で
あ
・
る
。
こ
・
で
は
、
柔
さ
や
・
幽
く
ら
み
は
、
自
己
の
中
に
向
．
幽
蛍
池
で
は
な
い
。
そ
こ
に
於
て
我
々
は
、

自
己
の
中
に
導
か
れ
す
に
、
封
象
の
中
へ
入
っ
て
行
く
も
の
と
な
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
、
ヘ
ル
ダ
ー
の
立
場
か
ら
考
へ
て

も
、
直
接
的
な
直
観
の
世
界
は
、
漿
に
目
と
耳
を
以
て
感
じ
た
現
象
の
世
界
で
あ
．
る
と
云
ふ
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
自
己
の
幸
、

不
幸
に
か
・
は
る
自
我
が
、
［
、
遍
在
者
し
の
立
場
の
中
に
何
ら
か
の
仕
方
で
暢
棄
さ
れ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
郎
ち
、
本
來
美
的
な
る

直
撃
的
現
象
界
は
、
唯
、
無
意
志
的
に
、
見
ら
れ
る
も
の
、
聞
か
れ
る
も
の
と
し
て
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
親
象
を
幸
、
不
幸
に
か

か
は
る
事
物
と
し
て
見
る
「
手
心
」
を
持
た
ざ
る
立
場
に
於
て
、
成
立
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
ヘ
ル
ダ
ー
の
所
詮
を
徹
底
さ
せ
て
論
ず
る

な
ら
ば
、
見
る
こ
と
、
聞
く
こ
と
は
、
観
萱
と
蜷
覧
と
に
依
っ
て
盟
に
光
や
音
を
感
ず
る
の
み
な
ら
す
、
他
の
諸
感
豊
を
そ
の
中
に
包
み
、

自
我
を
封
象
の
申
に
向
は
せ
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
郎
ち
「
附
言
の
感
能
と
共
に
、
我
物
と
す
る
カ
」
を
、
自
己
の
中
に
克
服
す

る
の
み
な
ら
す
、
方
向
を
轄
じ
て
、
封
象
の
中
に
向
は
せ
て
る
る
の
で
あ
る
。
光
や
音
の
世
界
が
癌
在
的
で
あ
る
と
云
．
幽
こ
と
は
、
云
は

掌
我
々
が
、
光
と
音
に
包
ま
れ
て
、
封
象
と
共
に
早
き
る
も
の
と
な
っ
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
自
我
を
高
め
て
、
も
の
も
の
、
心
を
心
と

し
て
生
き
、
至
る
塵
に
輝
く
生
命
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
見
る
こ
と
、
聞
く
こ
と
は
｝
つ
の
感
豊
が
働
く
と
云
ふ
こ
と
で
は
な
い
。
本
來

観
照
的
な
る
立
場
亭
、
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
色
と
形
或
は
音
の
中
に
、
諸
種
の
感
豊
が
働
い
て
み
る
。
そ
れ
は
一
つ
の
全
艦



的
な
る
作
用
な
の
で
あ
っ
て
、
一
つ
の
感
量
を
心
馳
と
す
る
聯
想
の
系
列
で
は
な
い
。
難
多
な
る
感
豊
の
系
列
で
は
な
く
て
、
有
機
的
な

る
全
艦
な
の
で
あ
る
。
雑
多
な
る
厚
畳
の
系
列
に
於
て
は
、
其
等
諸
多
の
感
壁
は
、
夫
々
分
散
的
に
、
自
我
の
安
危
へ
と
直
ち
に
關
っ
て

行
く
。
け
れ
ど
も
、
見
る
こ
と
、
聞
く
こ
と
に
於
て
は
、
中
等
が
自
我
の
中
に
導
く
も
の
で
は
な
く
、
封
象
の
中
へ
導
く
も
の
と
な
っ
て

み
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
そ
こ
に
於
て
有
機
的
に
統
一
さ
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
見
る
こ
と
、
聞
く
こ
と
は
、
ま
た
、
硯

壁
と
聴
壁
の
中
に
、
諸
感
壁
を
組
織
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
我
を
整
備
す
る
作
用
で
あ
る
。

　
か
く
の
如
く
、
直
接
的
な
る
直
観
の
世
界
、
統
一
的
な
る
現
象
の
世
界
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
を
媒
介
と
し
て
考
察
し
た
る
が
如
く
、
そ
の
中

に
、
自
我
の
幸
、
不
幸
に
か
・
は
っ
て
、
封
象
に
向
っ
て
饗
慮
せ
ん
と
す
る
自
己
を
含
ん
で
み
る
の
で
あ
る
。

5・　37

　
こ
、
で
、
次
の
如
き
疑
問
が
起
る
。

　
見
る
こ
と
、
聞
く
こ
と
は
、
前
当
の
如
く
に
、
軍
に
観
壁
を
働
か
せ
、
聴
畳
を
働
か
せ
る
こ
と
で
は
な
く
し
て
、
そ
の
中
に
、
他
の
諸

感
罷
を
含
ん
で
、
鋤
象
を
感
ず
る
こ
と
で
あ
り
、
全
感
豊
を
以
て
鋤
象
を
把
捉
す
る
こ
と
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ
と
は
、
何
の
困

難
も
な
く
、
先
天
的
に
行
は
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
霞
我
を
克
服
し
て
封
象
の
中
に
向
け
る
と
云
・
幽
が
如
き
努
力
は
不
必
要
で
は
な
い
か
。

環
象
の
把
捉
は
、
一
つ
の
凝
立
し
た
作
用
で
あ
り
、
把
捉
さ
れ
た
封
象
に
属
し
、
自
我
の
安
危
の
上
か
ら
行
爲
す
る
こ
と
も
、
そ
の
封
象

の
中
に
入
っ
て
行
く
こ
と
も
、
他
の
別
々
の
作
用
で
あ
っ
て
、
野
象
に
魅
し
て
自
我
は
猫
立
し
、
恣
意
的
で
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。

　
然
し
、
見
る
こ
と
、
聞
く
こ
と
は
、
全
感
畳
を
以
て
、
難
多
な
る
色
や
形
や
鱗
り
や
匂
ひ
の
刻
々
の
攣
化
す
る
流
れ
を
得
る
と
云
ふ
こ

と
で
は
な
い
。
、
有
機
的
な
る
統
…
健
を
得
る
こ
と
で
あ
る
，
憂
化
す
る
現
象
が
、
本
質
の
現
れ
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
こ
れ
を
統
↓
し
、

　
　
　
　
　
槻
ろ
こ
と
に
於
け
る
誉
“
語
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五



53S

　
　
　
　
　
折
畠
学
研
…
究
　
　
第
二
胃
呈
ハ
十
・
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
山
ハ

一
つ
の
も
の
、
二
化
と
し
て
見
る
こ
と
を
得
る
が
爲
に
は
、
現
象
そ
の
も
の
に
於
て
、
｝
つ
の
統
一
的
な
る
本
質
、
も
の
も
の
・
生
命
が

見
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
一
つ
の
も
の
を
統
…
罷
と
し
て
、
他
に
匿
別
し
て
見
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
直
観
的

な
る
、
我
々
に
と
っ
て
直
接
的
な
る
面
一
は
、
か
く
の
如
く
、
見
る
こ
と
に
於
て
、
他
の
生
命
を
器
験
す
る
こ
と
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

生
命
的
な
る
意
味
的
統
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
も
の
も
の
は
、
我
々
に
抵
抗
す
る
の
み
な
ら
す
、
我
々
を
殺
す
も
の
で
さ
へ
あ
る
。
然

し
な
が
ら
、
そ
れ
故
に
、
我
々
に
と
っ
て
全
く
異
質
的
で
あ
り
、
生
命
を
見
b
と
云
ふ
が
如
き
こ
と
を
許
さ
な
い
と
写
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
我
々
が
、
殺
す
も
の
、
抵
抗
す
る
も
の
と
し
て
把
捉
す
る
こ
と
に
於
て
、
も
の
も
の
Σ
我
々
に
訳
す
る
蘇
州
的
な
る
生
命
力
そ
の

も
の
を
見
て
ゐ
・
、
3
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
如
何
に
異
襟
な
る
、
捉
ら
・
幽
べ
か
ら
ざ
る
渾
沌
で
あ
る
に
し
て
も
、
渾
沌
そ
の
も

の
に
於
て
、
そ
の
生
命
を
見
て
み
る
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
我
々
に
と
っ
て
直
接
的
な
る
直
観
的
統
一
の
立
場
に
以
て
は
、

獣
象
を
見
る
と
云
ふ
こ
と
・
同
時
に
、
封
象
の
生
命
そ
の
も
の
を
艦
験
し
て
み
る
の
で
あ
っ
て
、
見
る
と
同
時
に
、
現
．
象
す
る
こ
と
に
於

け
る
生
命
そ
の
も
の
と
な
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
観
る
こ
と
は
、
軍
に
封
象
を
目
賭
す
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
汐
そ
れ
だ
け
で
は
、

統
一
的
な
る
把
捉
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
に
生
命
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
封
象
の
生
命
を
自
己
の
生
命
と
し
て
働
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
見
る
者
は
、
同
時
に
現
象
す
る
者
な
の
で
あ
．
る
。
見
る
考
、
及
び
現
象
す
る
も
の
を
産
出
し
、
加
之
、
平
等
を
含
み
、

一
つ
に
す
る
合
一
的
な
る
生
命
の
立
場
の
成
立
が
、
観
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
於
て
は
、
見
る
こ
と
・
、
現
象
す
る
こ
と
忍
か
相

互
に
貫
徹
し
合
一
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
見
る
こ
と
が
同
晴
に
，
現
象
す
る
こ
と
で
あ
り
、
現
象
す
る
こ
と
が
同
時
に
、
見
る
こ
と
で
あ
る
。

見
る
者
と
現
象
す
る
も
の
と
が
分
離
し
て
み
て
、
そ
の
間
に
成
立
す
る
瀾
係
と
し
て
、
槻
る
こ
と
が
介
在
す
る
の
で
は
な
い
。
槻
る
こ
と

は
、
合
一
の
立
場
に
於
て
は
、
唯
一
つ
の
観
る
こ
と
・
云
ふ
全
勝
的
な
る
作
用
が
働
く
こ
と
な
の
で
あ
る
。
普
遍
的
な
る
生
命
の
一
つ
の
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活
動
な
の
で
あ
る
。
自
嚢
的
に
し
て
、
何
も
の
も
豫
甚
し
な
い
一
つ
の
創
造
的
な
活
動
な
の
で
あ
る
。

　
か
く
の
如
く
に
、
一
般
に
封
象
の
続
一
的
な
る
把
捉
は
、
槻
照
的
な
る
合
一
の
立
場
に
於
て
可
能
な
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
封
象
の
直

接
的
な
る
統
一
的
把
捉
に
果
て
は
、
封
象
の
中
に
あ
っ
て
働
く
こ
と
は
、
多
、
の
必
然
的
な
る
契
機
な
の
で
あ
る
。
故
に
ま
九
、
そ
れ
は
、

封
象
の
把
捉
と
は
別
の
作
用
と
し
て
働
く
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
然
し
な
が
ら
、
前
述
の
如
く
、
本
來
我
々
の
興
る
と
云
ふ
作
用
が
、
合
一
的
な
る
普
遍
者
の
活
動
で
あ
る
な
ら
ば
、
我
々
が
、
見
る
こ

と
、
聞
く
こ
と
は
、
既
に
し
て
、
我
々
が
、
普
遍
的
生
命
の
立
場
に
あ
る
こ
と
を
指
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
自
我
を
克
服

し
て
、
か
・
る
立
場
に
高
ま
る
努
力
は
不
必
要
な
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。
ま
た
、
封
象
の
中
に
入
っ
て
、
ユ
、
の
心
を
艦
験
す
る
と
云

・
幽
こ
と
は
、
既
に
成
立
せ
る
封
〆
の
中
に
入
り
、
追
艦
瞼
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
か
・
る
こ
と
は
、
一
観
ろ
こ
と
が
す

で
に
蜀
象
と
し
て
現
象
す
る
こ
と
を
も
含
む
限
り
i
我
々
の
直
接
的
な
る
挙
手
に
は
、
あ
る
筈
も
な
い
の
で
は
な
い
か
。
師
ち
、
…
般

に
、
針
象
と
自
我
と
の
分
裂
か
ら
、
槻
照
的
な
る
立
場
へ
の
道
を
説
く
こ
と
が
無
用
で
あ
り
、
且
つ
不
可
能
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
私

は
、
か
く
の
如
き
重
大
な
る
疑
問
に
遭
遇
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
果
し
て
、
槻
照
的
な
る
合
一
の
立
場
に
つ
い
て
、
何
ら
、
分
裂
か
ら
合
一
へ
の
問
題
を
問
・
幽
必
要
が
な
い
で
あ
ら
う
か
。
若
し
、
然
り

と
せ
ば
、
前
掲
の
ヘ
ル
ダ
ー
の
立
場
も
、
無
用
な
る
分
析
と
抽
象
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
果
し
て
、
彼
は
、
肉
艦
を
解
剖
し
て
、
生

命
を
求
む
る
の
愚
を
行
へ
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。

　
合
一
的
な
る
普
遍
的
生
命
は
、
見
る
者
と
封
象
と
を
、
自
ら
産
出
し
、
成
立
せ
し
む
る
と
同
時
に
、
此
等
を
含
ん
で
合
一
せ
し
め
て
み

る
。
そ
れ
が
、
普
遍
的
生
命
の
自
獲
的
な
る
一
つ
の
全
罷
的
活
動
で
あ
る
が
故
に
、
一
見
、
合
…
へ
還
る
努
力
は
、
不
必
要
に
思
へ
る
．
．

　
　
　
　
　
襯
ろ
こ
と
に
於
け
ろ
言
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囚
七
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然
し
な
が
ら
、
普
遍
的
な
る
生
命
が
、
見
る
者
と
封
象
と
を
産
幽
し
成
立
せ
し
め
る
と
は
、
如
何
な
る
こ
と
で
あ
ら
う
か
。
産
出
し
、
成

立
せ
し
め
る
と
は
、
無
論
、
自
己
の
一
部
を
分
離
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
自
己
の
生
命
を
以
て
活
動
し
、
自
立
し
得
る
も
の
を
創
造
す
る

こ
と
で
あ
る
。
聞
分
が
造
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
猫
自
性
を
以
て
自
分
に
県
立
す
る
も
の
を
定
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
普

遍
的
な
る
生
命
に
よ
っ
て
産
出
さ
れ
た
景
象
と
、
そ
れ
を
見
る
者
と
は
、
一
次
、
自
己
の
生
命
を
以
て
活
動
し
得
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
こ
の
こ
と
を
否
定
し
て
は
、
普
遍
者
の
産
出
を
考
へ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
從
っ
て
、
普
遍
的
な
る
生
命
は
、
そ
の
産
出
せ
る
も

の
を
含
ん
で
合
一
せ
し
め
る
の
み
で
は
な
く
、
被
産
出
者
に
封
し
て
、
産
幽
者
と
し
て
封
忘
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
産
出
者
と
し
て
封
立

し
な
が
ら
、
其
等
を
含
ん
で
、
自
己
の
生
命
の
中
に
合
一
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
、
封
象
と
共
に
、
見
る
も
の
と
し

て
、
普
蓬
的
生
命
の
中
か
ら
生
れ
る
。
而
し
て
、
饗
象
と
自
己
と
に
斜
塔
す
る
産
轟
者
と
し
て
の
四
園
の
自
然
の
中
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
見

出
す
。
加
之
、
四
園
の
自
然
の
唯
一
な
る
生
命
の
中
に
、
封
象
と
共
に
合
一
さ
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。
我
々
と
封
象
と
の
一
切
を
、
無
限
に

含
む
も
の
は
宇
宙
で
あ
る
。
凡
て
の
謝
象
と
凡
て
の
見
る
者
に
封
ず
る
と
き
、
普
遍
的
生
命
は
宇
宙
と
し
て
現
れ
る
。
然
し
な
が
ら
、
夫
々

限
定
さ
れ
た
る
豊
国
と
見
る
者
と
の
産
出
青
と
し
て
は
、
其
等
の
四
團
の
自
然
と
し
て
現
れ
る
の
で
あ
る
。
封
象
と
見
る
者
と
を
中
心
と

し
、
其
等
を
含
む
四
園
と
し
て
、
且
，
岡
時
に
無
限
な
る
宇
宙
と
し
て
、
自
己
を
定
立
す
る
。
我
々
の
四
徳
の
自
然
は
、
我
々
の
自
我
と
饗

象
と
を
産
出
す
る
と
云
ふ
一
つ
の
限
定
的
な
る
活
動
に
於
て
響
け
る
民
屋
者
が
、
そ
の
所
産
に
怨
し
て
、
産
出
者
と
し
て
自
己
を
定
立
し

た
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
我
々
の
自
我
と
封
象
を
産
焦
す
る
活
動
は
、
然
る
限
定
的
な
る
作
用
に
於
て
普
遍
者
の
働
く
同
時
に
無
限
な

る
活
動
な
の
で
あ
・
り
、
普
遍
者
が
、
産
患
者
と
し
て
自
己
を
定
立
せ
る
登
園
の
自
然
は
、
同
時
に
無
限
な
る
宇
宙
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、

其
自
身
で
終
結
せ
る
環
境
で
も
あ
る
。
見
る
者
と
そ
の
封
象
と
は
、
如
上
の
四
園
の
中
に
あ
っ
て
、
猫
自
の
生
命
を
持
て
る
も
の
で
あ
る
。
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四
園
の
自
然
に
産
出
さ
れ
た
る
も
の
な
る
が
故
に
、
却
て
、
自
己
の
生
命
を
以
て
働
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
見
る
者
は
、
自
己

の
生
命
の
上
か
ら
、
封
象
に
酸
し
て
行
下
し
、
封
象
は
、
そ
れ
に
甚
し
て
、
猫
自
に
憂
化
し
現
象
し
抵
抗
す
る
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、

我
々
は
、
自
己
の
根
極
的
な
る
生
命
に
於
て
は
、
統
｝
的
に
槻
る
者
と
し
て
、
見
る
者
と
露
営
と
を
合
｝
せ
る
無
限
な
る
普
遍
者
で
あ
る

け
れ
ど
も
、
同
時
に
、
自
己
の
両
極
か
ら
産
出
さ
れ
た
軍
に
見
る
者
自
身
で
も
あ
る
が
故
に
、
四
園
の
自
然
の
中
に
あ
っ
て
、
自
己
の
生

．
命
の
爲
に
封
手
に
向
っ
て
行
弄
す
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
の
如
く
、
我
々
の
観
る
立
場
そ
の
も
の
x
中
に
、
鋤
象
に
關

っ
て
行
爲
す
る
自
我
が
含
ま
れ
て
み
る
の
で
あ
っ
て
、
我
々
が
、
純
梓
に
観
照
的
直
観
的
に
封
象
を
見
出
す
爲
に
は
、
か
・
る
自
我
の
生

命
の
上
か
ら
行
爲
す
る
自
己
を
克
服
し
て
、
直
接
に
合
一
的
な
る
岩
燕
的
な
る
自
己
に
か
へ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
美
的
な
る
観
照

が
成
立
す
る
。
そ
れ
故
に
、
鋤
象
と
自
我
と
が
、
生
命
的
行
爲
の
關
係
に
あ
っ
て
分
裂
せ
る
言
揚
か
ら
、
合
一
的
普
遍
者
へ
の
道
が
考
究

さ
れ
る
所
以
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
我
々
は
、
見
る
こ
と
、
聞
く
こ
と
に
於
て
、
本
來
観
る
者
な
る
が
故
に
、
自
己
を
克
服
し
て
観
照
的
立
場
に
立
つ
必
要
も
な
く
、
ま
た

君
影
の
中
に
入
り
膿
験
す
る
こ
と
も
不
必
要
で
は
な
い
か
、
と
云
．
翌
剛
掲
の
問
題
に
託
し
て
、
次
の
如
く
答
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
郎
ち
、
根
抵
的
な
る
自
己
に
於
て
は
、
我
々
は
普
遍
的
な
る
生
命
と
し
て
、
自
我
を
克
服
す
る
の
必
要
を
認
め
な
い
。
然
し
、
そ
の
観

る
者
の
中
に
、
自
我
の
生
命
に
か
、
は
っ
て
附
言
す
る
立
場
が
可
能
に
さ
れ
て
み
る
。
観
る
も
の
は
、
そ
の
根
極
的
な
る
合
一
の
立
揚
か

ら
猫
聾
し
て
働
く
自
我
を
も
可
能
に
し
含
む
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
，
観
る
立
華
一
般
は
、
自
我
を
克
服
す
る
こ
と
を
何
ら
要
求
せ
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ま
た
、
そ
の
爲
に
半
減
を
受
く
る
も
の
で
も
な
い
。
然
し
、
純
粋
に
封
象
を
観
る
こ
と
、
郎
ち
、
美
的
観
照
は
、
本
質
的
な
る
自
己
に
直

接
か
へ
る
こ
と
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
行
志
せ
ん
と
す
る
自
我
を
克
服
し
て
、
見
る
も
の
と
し
て
産
出
さ
れ
た
る
直
接
的
な
る
使
命
に

　
　
　
　
　
凝
る
こ
と
に
於
け
る
言
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
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盟
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
美
的
槻
照
は
、
純
粋
に
し
て
直
接
的
な
る
観
る
立
場
に
於
て
成
立
す
る
。
観
る
立
場
一
般
の
中
に
慌
て
、
行

止
に
於
て
襯
る
こ
と
・
は
匠
別
し
て
、
美
的
観
照
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
一
般
に
、
個
物
を
観
る
こ
と
を
美
的
槻
照
に
限
定
し
た

り
、
行
爲
的
實
践
を
全
く
観
る
こ
と
か
ら
逸
腕
し
た
も
の
、
如
く
考
察
し
た
り
、
或
は
、
美
的
観
照
に
於
け
る
直
観
を
前
提
す
る
も
の
、

如
く
考
へ
締
り
し
が
ち
で
あ
る
。
三
等
は
、
観
照
的
に
し
て
實
践
的
な
る
世
界
を
解
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
観
る
こ
と
は
、
本
丁
直
接
的

に
は
美
的
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
そ
の
中
に
、
行
爲
的
な
る
自
我
が
可
能
に
さ
れ
て
を
り
、
そ
の
立
場
も
観
る
こ

と
を
逸
脱
せ
ざ
る
が
故
に
、
美
的
観
照
を
隈
別
し
て
考
へ
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
へ
の
道
を
説
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ

の
道
は
、
根
生
的
な
る
自
己
へ
か
へ
る
道
に
他
な
ら
な
い
。
而
し
て
、
か
へ
る
こ
と
は
、
行
爲
的
自
我
の
克
服
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
り
、

そ
の
復
編
せ
る
合
一
的
な
る
根
唐
詩
自
己
に
於
て
、
封
象
の
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
分
裂
か
ら
合
一
へ
の
方
向
の
み

を
抽
象
し
て
考
へ
る
と
き
に
、
ヘ
ル
ダ
ー
の
如
き
所
説
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
見
る
こ
と
が
本
來
封
象
の
中
へ
入
る
こ
と
で
あ
り
、
美

的
で
あ
る
と
云
ふ
彼
の
説
に
は
、
本
來
の
合
一
的
な
る
自
己
と
、
封
立
的
な
る
自
我
と
の
混
同
が
あ
る
。
ま
丸
、
封
心
的
自
我
の
み
を
以

て
、
槻
る
こ
と
を
解
か
う
と
す
る
立
場
は
、
凡
て
、
如
何
に
し
て
封
象
の
中
に
入
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
を
就
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

見
る
こ
と
が
難
関
入
る
こ
と
で
あ
る
と
説
明
し
て
も
、
見
る
こ
と
以
前
に
、
自
我
と
封
象
と
の
蜀
立
を
豫
想
し
、
そ
の
間
の
關
係
と
し
て

見
る
こ
と
を
考
へ
る
限
り
、
如
何
に
し
て
封
象
の
中
へ
入
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
と
云
ふ
問
ひ
に
は
答
へ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

　
上
述
の
如
く
、
分
裂
か
ら
合
一
へ
の
道
は
、
分
裂
を
も
猶
そ
の
中
に
可
能
に
し
て
み
る
合
一
へ
の
復
蹄
と
し
て
読
く
こ
と
に
よ
っ
て
意

味
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
前
掲
の
問
題
に
答
へ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
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如
上
、
槻
照
的
な
る
世
界
に
あ
り
な
が
ら
、
加
之
、
そ
の
中
に
自
我
を
見
出
し
、
そ
の
生
命
に
か
・
は
っ
て
、
封
象
に
向
っ
て
封
腿
す

る
立
場
が
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
る
か
と
云
ふ
閾
題
に
就
て
も
、
自
か
ら
解
答
を
得
た
わ
け
で
あ
る
。
部
ち
、
分
裂
に
於
け
る
行
爲
的
自

我
の
立
場
が
、
こ
の
観
照
的
に
し
て
野
馬
的
な
る
世
界
を
見
受
さ
し
む
る
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
共
に
、
私
は
、
か
・
る
世
界
の
、
観
・

る
こ
と
一
般
に
於
け
る
位
置
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
然
し
な
が
ら
、
行
親
藩
自
我
が
、
根
抵
の
合
一
か
ら
猫
立
し
て
働
く
も
の
で
あ
ろ
な
ら
如
何
に
し
て
封
象
を
統
一
的
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
ら
う
。
ま
た
、
か
Σ
る
早
立
せ
る
自
我
を
、
如
何
に
し
て
普
遍
者
が
自
己
の
中
に
含
み
合
一
す
る
と
云
ふ
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
ら
う
か
。

　
行
爲
的
自
我
は
、
見
る
者
と
し
て
産
鵬
さ
れ
な
が
ら
、
加
之
、
猫
自
の
生
命
を
以
て
働
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
根
枢
に
於
て
は
、
蜀
象

を
純
梓
に
槻
照
す
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
か
ら
離
れ
て
、
自
我
の
生
命
に
か
・
は
っ
て
行
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
統

一
的
に
封
象
を
観
る
こ
と
か
ら
腕
し
て
、
却
て
、
そ
の
輿
送
的
に
糊
付
す
べ
き
鍬
象
の
統
一
を
、
自
ら
破
る
こ
と
・
な
る
。
そ
こ
に
は
、

感
費
の
難
多
の
動
き
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
色
、
形
、
底
ひ
、
漁
り
等
が
、
封
象
の
中
に
は
向
は
す
に
、
分
散
的
に
自
我
の
安
危
に
か

・
は
っ
て
、
快
、
不
快
を
訴
へ
る
の
み
で
あ
る
。
直
話
的
自
我
が
、
か
・
る
も
の
に
比
ま
る
限
り
は
、
軍
に
反
射
的
な
る
妄
動
を
齢
し
得

る
の
み
で
あ
る
。
根
栂
的
に
は
、
生
命
的
合
一
の
中
に
含
ま
れ
る
が
故
に
、
其
許
の
感
豊
が
生
命
的
な
る
も
の
Σ
現
象
で
あ
る
こ
と
は
理

解
し
て
も
、
常
に
自
か
ら
統
一
を
破
る
が
故
に
、
影
壁
の
混
在
せ
る
動
き
を
感
ず
る
の
み
で
あ
る
。
分
裂
に
於
け
る
自
我
に
と
っ
て
、
眞

に
行
爲
が
可
能
で
あ
る
が
爲
に
は
、
封
象
の
統
一
と
、
そ
れ
に
封
ず
る
行
爲
の
仕
方
に
締
て
の
省
察
が
必
要
で
あ
る
。
自
我
は
、
常
に
か

』
る
も
の
を
得
つ
、
行
関
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
、
脱
塵
に
求
む
べ
き
も
の
な
の
で
あ
ら
う
か
。
我
々
は
、
か
く
の
如

　
　
　
　
　
魏
ろ
こ
と
に
於
け
る
言
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一

「
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き
、
云
は
ゴ
直
接
的
な
る
知
識
と
で
も
云
ふ
べ
き
も
の
を
、
纏
験
に
依
っ
て
、
自
ら
得
ら
れ
る
も
の
と
考
へ
易
い
。
然
し
、
我
々
が
唯
受

動
的
に
働
い
て
も
、
そ
こ
に
は
過
ぎ
去
っ
て
行
く
事
象
が
経
瞼
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
何
ら
統
一
的
な
る
も
の
が
得
ら
れ
る
筈
が
な
い
。

行
爲
に
於
け
る
経
験
は
、
逆
に
、
我
々
が
続
一
す
る
作
用
を
働
か
せ
る
が
故
に
可
能
な
の
で
あ
る
。
然
し
、
ま
た
、
こ
の
統
一
作
用
を
、

全
く
知
識
的
な
る
概
念
の
働
き
之
考
へ
易
い
。
然
し
、
我
々
の
直
接
的
な
る
行
爲
は
概
念
で
は
な
く
て
馬
観
念
（
冒
8
）
に
從
っ
て
な
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
評
語
は
、
全
く
知
的
な
b
も
の
で
は
な
く
て
、
環
境
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
る
騰
る
表
象
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
輩
に
物

の
形
象
の
み
を
指
示
す
る
も
の
で
は
な
い
。
宏
く
、
そ
の
物
と
自
我
と
の
關
係
を
中
心
と
せ
る
環
境
一
般
の
表
象
で
あ
る
。
故
に
、
ま
た

物
に
つ
い
て
の
行
爲
の
仕
方
を
も
含
む
も
の
で
あ
る
。
牛
は
、
農
場
の
子
供
に
と
っ
て
は
、
禰
の
中
に
み
る
肥
え
た
動
物
で
あ
り
、
飼
葉

を
與
へ
て
乳
を
搾
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
が
、
都
曾
の
子
供
に
キ
う
て
は
、
鼻
綱
を
と
ら
れ
て
、
道
に
荷
車
を
牽
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
我

々
が
、
　
一
つ
の
環
境
に
あ
っ
て
行
話
す
る
と
き
に
は
、
か
く
の
如
き
観
念
に
從
っ
て
な
す
の
で
あ
る
。
こ
の
観
念
は
、
勿
論
敏
へ
ら
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
助
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
一
つ
の
環
境
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
一
般
的
に
統
一
せ
ん
と
す
る
作
用
が
働
か
な

い
限
り
、
教
へ
ら
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
私
に
と
っ
て
は
、
か
・
る
作
用
そ
の
も
の
を
原
理
的
に
取
り
象
け
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ

る
。

　
統
一
的
観
照
を
離
れ
て
、
感
昼
の
懇
意
を
統
一
し
、
行
爲
の
鋤
象
を
得
る
と
共
に
、
そ
の
行
爲
の
仕
方
を
省
察
せ
ん
と
す
る
自
我
は
、

か
く
の
如
き
観
念
に
豫
ら
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。

　
い
つ
れ
に
し
て
も
、
封
象
を
統
一
す
る
こ
と
は
、
何
ら
か
の
仕
方
で
合
一
的
な
る
普
賢
者
に
聾
ら
ね
ば
不
可
能
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、

そ
こ
に
於
て
始
め
て
、
封
象
の
意
味
、
即
ち
生
命
を
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
九
、
．
自
我
の
行
爲
の
仕
方
も
、
自
我
が
封
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象
と
生
命
的
關
係
に
あ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
合
一
的
生
命
そ
の
も
の
、
意
志
を
省
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
師
ち
自

我
と
封
象
と
を
産
出
し
、
そ
の
四
園
の
自
然
と
し
て
毒
忌
し
つ
Σ
、
此
等
を
含
ん
で
み
る
普
遍
的
生
命
が
、
か
N
る
四
園
の
中
に
於
て
、
封

象
と
我
々
と
を
一
つ
の
生
命
的
關
係
に
置
け
る
根
栂
的
な
る
意
志
を
帯
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
の
み
、
生
命
の
忠
実
、
三
っ
て
、
行
爲
の
仕

方
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
然
し
な
が
ら
、
自
我
は
直
接
に
合
一
的
な
る
生
命
に
蹄
る
も
の
で
は
な
い
。
直
接
的
に
、
そ
こ
に
攣
る
こ
と

は
、
自
我
を
克
服
し
て
美
的
概
照
に
立
つ
他
は
な
い
。
自
我
は
、
飽
迄
自
立
し
な
が
ら
普
遍
者
に
零
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
合

，
一
者
の
外
に
あ
り
な
が
ら
、
加
之
、
そ
の
中
に
漁
り
、
合
一
さ
れ
て
る
る
と
は
如
何
な
る
こ
と
で
あ
ら
う
か
。
自
我
は
、
自
立
的
に
し
て
合

　
一
者
の
外
に
あ
る
と
錐
も
、
合
一
者
そ
の
も
の
に
無
關
心
で
み
る
も
の
で
は
な
い
。
長
里
の
統
一
と
行
平
の
仕
方
の
省
察
の
爲
に
、
自
我

を
自
立
さ
セ
つ
・
合
一
者
の
中
に
入
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
・
る
白
襲
に
と
っ
て
、
合
一
的
普
遍
者
は
、
直
接
的
に
は
、
塁
壁
の

混
在
と
し
て
の
み
把
捉
さ
れ
る
封
象
と
自
我
、
及
び
其
等
を
中
心
と
し
て
包
む
環
境
と
を
含
め
た
無
規
定
な
る
全
罷
と
し
て
輿
へ
ら
れ
て

る
る
。
そ
れ
故
に
、
自
我
が
、
合
一
者
に
鯨
ら
ん
と
す
る
要
求
は
、
か
・
る
無
規
定
な
る
杢
罷
の
中
に
入
ら
ん
と
す
る
要
求
と
し
て
現
れ

る
。
加
之
、
自
我
は
そ
の
外
に
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
師
ち
、
自
我
及
び
封
象
を
も
含
め
た
る
環
境
の
全
膿
を
、
外
に
あ

っ
て
見
な
が
ら
、
そ
の
中
に
入
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
行
爲
す
る
自
我
を
可
能
に
せ
る
合
一
者
は
、
か
・
る
こ
と
を
も
可
能
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
我
を
し
て
、
そ
の
中
に
來
ら
し
め
、
そ
の
生
命
や
受
験
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
規
定
な
る
全
艦
的
環
境
を

統
…
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
師
ち
、
行
爲
す
る
自
我
が
、
全
罷
的
環
境
そ
の
も
の
に
於
て
、
合
一
的
な
る
普
遍
的
生
命
を
見
る
こ
と

を
可
能
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
換
目
す
れ
ば
、
合
一
者
が
自
己
の
産
出
せ
る
自
我
を
し
て
、
自
己
を
見
さ
し
む
る
こ
と

で
あ
っ
て
、
普
遍
的
生
命
そ
の
も
の
、
反
省
に
他
な
ら
な
い
。
自
己
の
中
か
ら
産
、
出
し
、
そ
の
中
に
含
む
も
の
を
通
じ
て
自
己
を
反
省
す

　
　
　
　
　
灘
…
る
こ
と
に
於
け
る
｝
冨
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
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す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
而
し
て
、
産
出
さ
れ
た
る
有
限
な
る
輿
迎
に
と
っ
て
は
、
自
我
及
び
樹
令
を
中
心
と
せ
る
環
境
全
艦
の
規
定

を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
無
限
な
る
生
命
の
反
省
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
概
念
で
は
な
い
。
自
我
が
、
そ
の
根
抵
に
早
り
つ
・
見
る

も
の
で
あ
っ
て
、
概
念
で
は
な
く
、
虫
膿
的
に
把
捉
さ
れ
て
る
る
槻
念
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
観
念
を
得
る
こ
と
が
、
自
我
の
合
一
者
に

餓
る
作
用
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
自
我
と
風
帯
と
を
中
心
と
せ
る
環
境
を
産
出
せ
る
無
限
な
る
生
命
の
反
省
な
の
で
あ
る
。
然
る
限

定
さ
れ
た
る
活
動
に
於
け
る
無
限
者
の
反
省
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
概
念
で
は
な
く
し
て
、
環
境
に
規
定
さ
れ
た
る
槻
念
と
し
て
の
表

象
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
行
爲
的
自
我
は
、
全
罷
的
環
境
を
観
ろ
こ
と
に
よ
っ
て
合
一
心
に
か
へ
り
、
合
一
者
は
、
そ
の
観
念
に
於
て
、
反
省
の
作

用
と
し
て
、
自
我
を
自
己
の
中
に
合
一
す
る
こ
と
を
行
ふ
。
自
我
は
、
無
限
な
る
生
命
の
反
省
作
用
の
中
に
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
念
を

得
る
。
ま
九
、
そ
こ
に
始
め
て
合
一
者
に
か
へ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
平
付
の
生
命
を
解
し
、
こ
れ
を
統
一
す
る
こ
と
が
で
き
ろ
。
更

に
、
そ
れ
と
同
時
に
、
根
栂
的
な
る
自
己
の
意
志
を
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
く
の
如
く
、
行
爲
的
な
る
自
我
の
蜀
象
の
統
一
は
、
観
念

を
媒
介
と
し
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
而
し
て
、
自
我
は
、
こ
の
主
翼
的
な
る
槻
念
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
根
抵
の
自
己
の
意
志
を
軽
し
、

行
屋
の
仕
方
を
主
罷
的
に
把
捉
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
封
象
を
統
へ
し
、
ま
た
統
～
的
に
行
騰
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
そ
こ
で
は
、
も
早
や
、
感
豊
の
雑
多
に
よ
っ
て
、
分
散
的
に
自
己
の
安
危
に
か
・
は
り
、
反
射
的
に
妄
動
す
る
の
で
は
な
く
、
自

己
の
幸
、
不
幸
を
統
一
的
に
省
察
し
、
行
爲
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
如
上
、
直
接
的
に
観
る
こ
と
を
離
れ
た
る
自
我
が
、
如
何
に
し
て
封
象
を
統
一
し
行
爲
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
、
ま
た
、
か

・
る
猫
立
せ
る
行
爲
的
自
我
を
、
合
一
者
が
猶
も
合
一
す
る
と
は
如
何
な
る
こ
と
で
あ
る
か
と
云
ふ
問
題
を
、
こ
Σ
に
解
く
こ
と
が
で
き
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た
。
か
く
の
如
く
、
行
爲
す
る
自
我
も
、
ま
た
観
る
立
衆
一
般
の
中
に
含
ま
れ
て
み
る
の
で
あ
る
。
こ
の
自
我
の
立
場
が
観
照
的
實
踵
的

な
る
世
界
を
見
出
さ
し
む
る
の
で
あ
る
。
か
・
る
世
界
を
も
、
美
的
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
然
し
、
そ
れ
は
、
観
念
を
通
じ
て
、

間
接
的
に
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
も
の
も
の
・
心
を
観
る
こ
と
が
可
能
に
さ
れ
て
．
み
る
と
云
ふ
限
り
に
点
て
“
あ
る
。
こ
の
限
り
に
於
て

は
、
我
々
の
李
俗
な
る
日
常
生
活
も
、
ま
た
美
的
で
あ
る
。
然
し
、
面
々
は
、
か
く
の
如
き
行
溢
血
世
界
を
美
的
で
あ
る
な
ど
・
は
、
誰

も
考
へ
な
い
と
言
ふ
か
も
知
れ
ぬ
。
け
れ
ど
も
、
か
、
る
李
俗
な
る
生
活
を
記
癒
す
る
こ
と
が
、
直
ち
に
藝
術
で
あ
る
と
考
へ
た
創
作
家

も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
或
は
、
生
活
を
活
臆
し
て
、
記
述
さ
れ
九
人
物
と
共
に
生
活
を
罷
験
せ
し
め
る
こ
と
が
、
卸
ち
文
藝
で
あ
る
と
云

ふ
考
へ
は
、
普
通
に
人
々
の
抱
く
所
で
あ
る
。
加
之
、
そ
れ
は
有
力
に
し
て
、
常
に
顧
慮
さ
れ
る
べ
き
考
へ
で
あ
る
が
、
そ
の
裡
に
は
、
生

活
す
る
こ
と
自
身
が
、
既
に
、
　
一
つ
の
美
的
な
る
膿
験
で
あ
る
と
す
る
考
へ
が
溝
ん
で
み
る
。
か
く
の
如
き
立
場
に
於
て
書
か
れ
九
文
藝

が
、
多
く
は
、
特
異
な
る
一
つ
の
境
遇
に
於
け
る
入
物
の
行
爲
を
取
扱
つ
た
り
、
或
ひ
は
、
一
地
方
、
一
家
庭
特
有
の
緑
園
氣
の
中
に
於

け
る
日
常
の
生
活
を
克
明
に
描
い
た
り
す
る
。
時
に
は
、
作
家
自
身
の
生
活
の
記
述
で
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
れ
は
、
師
ち
、
限
定
さ
れ
九

る
環
境
に
於
て
、
限
定
さ
れ
た
槻
念
を
以
て
生
活
し
行
蔵
す
る
こ
と
が
、
既
に
美
的
で
あ
る
と
云
ふ
思
想
に
櫨
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
立

派
な
學
考
や
崇
高
な
る
道
徳
家
を
描
い
て
も
、
彼
等
の
言
説
や
道
徳
的
な
る
反
省
そ
の
も
の
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
そ
の
學
的
活
動
や
道
徳

的
行
爲
を
現
實
的
に
な
さ
し
め
て
み
る
場
所
で
あ
る
李
俗
な
る
個
人
的
生
活
を
と
り
あ
げ
る
。
そ
の
境
遇
に
湿
て
、
観
念
に
從
っ
て
行
爲

し
て
み
る
世
界
を
描
か
ん
と
す
る
。
そ
れ
は
、
か
く
の
如
き
世
界
が
、
上
述
の
意
味
で
奨
的
で
あ
る
と
考
へ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
、
或

る
人
は
、
作
家
が
實
生
活
の
艦
験
そ
の
も
の
を
美
的
で
あ
る
と
考
へ
て
る
る
の
で
は
な
く
、
艦
験
さ
れ
た
る
生
活
を
美
的
に
槻
照
し
て
み

る
が
故
に
、
實
生
活
を
美
的
に
見
出
す
の
で
あ
る
と
云
ふ
か
も
知
れ
な
い
。
確
か
に
、
描
か
ん
と
し
て
實
生
活
を
観
照
す
る
と
き
の
作
家

　
　
　
　
　
槻
る
こ
と
に
於
け
る
言
語
丁
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
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五
山
ハ

の
立
揚
は
、
藝
術
的
表
現
へ
移
り
行
く
べ
き
純
粋
に
美
的
な
る
観
照
の
立
場
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
何
故
に
、
行
爲
的
自
我
の
世
界
の
み

を
取
り
扱
ふ
の
で
あ
ら
う
か
。
ま
た
、
如
何
し
て
、
か
為
る
罷
験
か
ら
純
粋
に
美
的
な
る
観
照
に
移
り
行
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ら
う

か
。
私
は
、
か
洩
る
豊
里
的
自
我
の
世
界
が
、
文
藝
に
於
け
る
美
的
観
照
へ
の
足
場
を
與
へ
て
る
る
の
で
あ
る
と
考
へ
ざ
る
を
得
な
い
。

邸
ち
、
行
幸
的
自
我
の
世
界
そ
の
も
の
が
何
ら
か
の
意
味
で
美
的
で
あ
っ
て
、
云
は
草
文
藝
的
な
る
世
界
へ
の
志
向
性
を
含
ん
で
み
る
の

で
あ
る
こ
と
を
考
へ
ざ
る
を
得
な
い
。
更
に
、
ま
た
、
作
家
は
、
そ
の
生
活
の
凡
て
の
揚
合
に
煽
て
、
常
に
そ
の
牟
面
に
於
て
、
純
粋
に

美
的
に
槻
照
し
て
み
る
の
で
あ
る
と
反
駁
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
な
が
ら
、
例
へ
ば
、
自
分
の
、
或
は
他
人
の
知
的
な
る
思
惟
や

道
徳
的
反
省
を
艦
験
し
な
が
ら
、
加
之
、
か
・
る
作
用
そ
の
も
の
を
純
粋
に
美
的
に
側
面
か
ら
観
る
と
云
ふ
が
如
き
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
。
加
之
、
そ
こ
に
何
ら
か
美
的
な
る
雰
園
氣
が
あ
る
と
考
へ
ら
れ
、
作
家
は
常
に
こ
の
雰
園
氣
の
中
に
み
る
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る

の
は
、
か
・
る
思
惟
や
反
省
を
、
そ
の
行
は
れ
る
場
面
と
し
て
の
限
定
さ
れ
た
ろ
環
境
に
於
け
る
行
爲
と
し
て
盟
験
す
る
か
ら
で
あ
り
、

ま
た
、
作
家
に
於
て
は
、
こ
の
膿
験
が
こ
と
に
明
確
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
が
、
思
惟
や
道
徳
的
反
省
を
美
．
的
に
描
か
ん
と
す
る
と
き

に
は
、
そ
れ
を
、
或
る
環
境
内
の
、
或
る
個
人
の
行
爲
と
し
て
描
く
の
他
は
な
い
。
そ
の
四
重
の
光
景
や
表
情
や
、
思
惟
や
反
省
を
行
ふ

に
至
っ
た
事
惰
、
そ
れ
を
行
ふ
時
の
個
人
的
な
る
心
理
を
描
窮
す
る
の
他
は
な
い
。
邸
ち
、
彼
は
観
念
に
從
ふ
自
我
の
行
金
的
世
界
を
艦
験

、
し
そ
こ
か
ら
美
的
槻
照
に
移
り
行
き
、
皇
位
的
表
現
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
。

　
一
般
に
諸
藩
と
云
ふ
の
は
、
一
つ
の
環
境
の
中
に
於
け
る
行
爲
的
自
我
の
罷
験
な
の
で
あ
る
。
観
念
を
介
し
て
、
封
象
を
生
命
的
に
統

一
し
て
行
適
す
る
点
画
的
な
る
経
験
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
前
述
の
意
味
に
於
て
美
的
な
の
で
あ
る
。
他
誌
の
主
意
を
共
に
罷
験
す
る
こ

と
も
、
そ
の
他
人
の
行
爲
に
面
せ
し
め
る
環
境
の
中
に
あ
っ
て
、
観
念
を
介
し
て
、
そ
の
他
人
を
生
命
的
に
統
一
し
て
観
る
こ
と
で
あ
り
、
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そ
れ
に
よ
っ
て
行
爲
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
他
人
を
、
一
つ
の
環
境
内
の
個
性
的
な
る
行
李
者
と
し
て
観
る
こ
と
で
あ
る
が
故
に
、

そ
の
抱
懐
す
る
一
般
的
な
る
理
論
や
道
徳
的
な
る
反
省
を
、
共
に
逐
一
考
へ
、
反
省
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
然
る
が
故
に
、
行
爲
的
世
界

を
足
場
と
す
る
作
家
に
と
っ
て
は
、
理
論
や
反
省
を
描
爲
す
る
揚
合
、
こ
れ
を
論
文
や
告
白
と
し
て
記
蓮
す
る
が
如
き
こ
と
は
必
要
の
な

い
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
不
可
能
で
あ
る
。

　
右
の
如
く
、
行
爲
的
自
我
の
世
界
は
、
作
家
の
足
揚
と
な
り
、
観
念
を
介
し
て
ゴ
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
野
面
を
生
命
的
に
観
る
世
界
で

あ
る
と
云
ふ
意
味
に
而
て
美
的
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
作
家
の
口
常
生
活
に
於
け
る
態
度
、
若
し
く
は
、
そ
の
棄
質
に
、
特
異
な
る
も
の

が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
常
に
特
殊
的
な
る
環
境
に
於
て
、
そ
の
観
念
を
通
じ
て
、
封
象
を
生
命
的
に
把
捉
せ
ん
と
す
る
努
力
を
な
す
と

云
ふ
こ
と
で
あ
ら
う
。
概
念
的
に
把
捉
し
た
り
、
道
徳
的
な
る
批
判
を
下
し
た
り
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
一
つ
の
環
境
に
於
け
る
行
二
者

と
し
て
艦
験
す
る
こ
と
で
あ
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
が
、
詩
人
は
常
に
全
て
の
感
壁
を
以
て
、
生
活
を
豊
富
に
把
捉
せ
ん
と
す
る
噌
き
衝
動
を

持
つ
も
の
で
あ
り
、
偉
大
な
る
猫
創
的
な
詩
人
達
は
、
從
來
㎝
、
入
生
の
閑
暇
な
傍
観
者
で
は
な
く
し
て
、
そ
の
あ
ら
ゆ
る
喜
劇
や
悲
劇
を

共
演
す
る
も
の
で
あ
っ
た
L
（
U
凶
。
ま
。
疑
9
①
国
ぎ
⊆
一
瓢
臼
お
ω
ご
聾
毒
当
無
p
ぼ
μ
。
。
冨
ド
○
・
ψ
＜
H
．
ω
．
①
S
）
と
云
ひ
、
ま
た
、
「
詩
入
に
と

っ
て
は
、
繰
る
事
象
か
ら
一
つ
の
作
品
の
構
想
が
浮
ば
な
い
先
に
、
又
そ
の
一
行
も
書
き
下
さ
な
い
先
に
詩
的
世
界
が
成
立
し
て
み
る
の

で
あ
る
」
（
U
霧
三
一
⑦
σ
凱
ω
包
Ω
臼
①
U
一
〇
プ
ε
罐
．
ω
．
一
。
。
①
●
）
と
云
へ
る
こ
と
は
、
作
家
が
上
価
の
如
き
努
力
を
常
に
な
す
も
の
で
あ
り
、

そ
の
艦
瞼
の
世
界
が
銑
に
何
ら
か
美
的
な
る
世
界
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
右
の
如
く
、
入
生
の
事
象
を
、
一
つ
の
環
境
に
於
て
と
ら
へ
活
挺
す
る
こ
と
を
文
藝
と
考
へ
る
立
揚
、
宏
い
意
味
で
の
現
實
主
義
、
或

は
爲
實
主
義
は
、
確
か
に
、
文
藝
の
本
質
の
｝
面
を
把
捉
せ
る
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
、
臼
常
の
行
爲
的
世
界
が
、
上
帯
の
意
味
で
美

　
　
　
　
　
齪
る
こ
と
に
於
け
ろ
言
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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一
血
温

的
で
あ
ろ
に
し
て
も
、
所
謂
活
爲
し
て
表
現
す
る
こ
と
は
、
夏
に
純
粋
に
美
的
な
る
観
照
に
立
ち
、
そ
こ
か
ら
普
遍
的
な
る
藝
術
的
表
現

へ
進
む
こ
と
で
あ
っ
て
、
彼
等
が
考
へ
る
が
姉
き
、
輩
な
る
有
る
が
儘
の
記
述
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
或
は
、
省
略
や
組
替
へ
の
手
性
で

も
な
い
の
で
あ
．
る
。
こ
の
観
念
を
媒
介
と
せ
る
観
照
的
實
践
的
な
る
行
爲
の
世
界
か
ら
、
如
何
に
し
て
美
的
観
照
へ
と
移
り
行
く
の
で
あ

る
か
と
云
ふ
疑
周
は
、
私
に
残
さ
れ
た
諜
題
で
あ
る
。
こ
れ
の
考
察
は
、
別
の
機
會
に
述
べ
る
こ
と
エ
し
た
い
。

　
か
く
し
て
、
始
め
に
提
出
し
た
問
題
一
観
照
的
世
界
で
あ
り
な
が
ら
、
自
己
の
生
命
に
關
っ
て
行
毒
す
る
自
我
を
含
む
が
故
に
、
ま

た
實
践
的
で
も
あ
る
世
界
が
如
何
に
し
て
成
立
す
る
か
一
は
、
解
か
れ
た
。
次
に
私
の
考
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
観
、

照
的
實
淺
的
な
る
世
界
に
於
け
る
言
語
的
活
動
の
位
置
に
就
て
ゴ
あ
る
。

　
ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
に
依
れ
ば
、
　
一
般
の
雷
鳥
學
が
、
何
ら
か
の
意
味
で
、
思
想
（
夢
。
罐
ぎ
）
を
表
現
す
る
音
蝉
吟
表
徴
と
し
て
言
語
を

考
へ
る
の
は
、
實
情
を
詳
に
知
ら
な
い
が
故
で
あ
っ
て
、
日
常
一
般
の
言
語
は
、
事
物
（
什
三
奏
。
・
）
を
指
示
す
る
も
の
な
の
で
あ
り
、
「
若

し
言
語
論
が
、
常
に
漸
く
訴
へ
る
所
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
な
ら
ば
、
明
か
に
、
現
在
よ
り
も
、
も
っ
と
現
實
的
な
地
盤
の
上
に
置
か
れ
ね

ば
な
ら
な
い
」
と
云
ふ
。
（
≧
嘗
団
●
9
己
営
①
ご
ω
O
o
o
o
プ
雪
創
鼻
聾
σ
q
量
瞬
ρ
6
G
。
悼
．
℃
℃
．
一
。
。
ー
ト
っ
G
。
．
）
而
し
て
、
輩
語
の
意
味
（
白
。
醤
官
σ
q
）

と
、
そ
の
指
示
す
る
事
物
と
を
臨
別
し
、
使
用
さ
れ
る
言
語
の
普
遍
的
な
る
意
味
そ
の
も
の
は
、
種
々
な
る
事
物
を
指
示
し
得
る
可
能
性

を
凡
て
含
ん
で
み
る
地
域
（
笛
門
①
”
）
で
あ
っ
て
、
プ
ラ
ト
ン
的
な
る
理
念
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
即
ち
、
「
よ
り
嚴
密
に
見
る
な
ら
ば
、

我
々
は
、
語
意
9
、
○
冠
ー
ヨ
8
旨
σ
q
）
が
、
理
念
に
特
有
な
る
、
か
の
自
己
罰
一
性
と
等
質
性
を
何
ら
持
た
な
い
こ
と
が
分
る
。
」
例
へ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

「
は
な
」
と
云
ふ
語
に
し
て
も
、
花
を
意
味
し
、
華
や
か
な
る
こ
と
を
意
味
し
、
ま
允
、
塔
れ
、
或
は
み
え
を
意
味
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
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纒
頭
を
も
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
「
様
々
な
る
適
用
の
可
能
性
が
、
そ
の
上
に
匿
分
け
さ
れ
て
み
る
一
つ
の
地
域
」
な
の
で
あ
る
。

（
℃
・
ぬ
・
）
確
か
に
、
語
意
の
實
歌
は
、
ガ
ー
デ
ィ
ナ
～
の
云
．
型
通
り
で
あ
っ
て
、
語
意
は
、
概
念
的
な
る
、
或
は
理
念
的
な
る
統
一
罷
で

は
な
い
。
而
し
て
、
か
く
の
如
き
観
察
は
、
語
意
の
み
で
は
な
く
、
言
語
一
般
に
つ
い
て
な
し
得
ろ
所
で
あ
る
。
日
常
の
冨
語
的
活
動
に

於
て
、
み
、
れ
の
行
は
れ
る
環
境
や
、
そ
れ
の
指
示
す
る
事
物
を
除
い
て
、
言
語
の
一
般
的
な
る
意
味
そ
の
も
の
を
考
へ
て
見
る
な
ら
ば
、

同
襟
の
こ
と
を
半
玉
す
る
。
唯
、
「
は
な
を
與
へ
る
」
と
云
ふ
文
の
意
味
の
み
を
考
へ
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
、
全
く
不
規
定
で
あ
っ
て
、

且
、
各
種
の
適
用
の
場
合
を
、
概
念
や
理
念
を
分
析
し
、
推
理
す
る
が
如
く
に
し
て
列
謝
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
然
し
、
少
く
も
、
意

味
の
一
宮
分
に
於
て
は
、
例
へ
ば
、
「
少
年
」
の
一
つ
の
語
意
は
、
幼
少
の
男
兜
一
般
を
指
示
す
る
こ
と
が
可
能
な
る
場
合
を
統
一
し
て

み
る
が
、
そ
の
統
一
は
、
指
示
さ
れ
る
事
物
の
概
念
に
依
嫁
し
て
み
る
の
で
は
な
い
か
、
即
ち
、
類
概
念
に
よ
っ
て
、
指
示
す
る
事
物
を

統
一
し
把
持
し
て
み
る
の
で
は
な
い
か
、
と
、
間
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
け
れ
ど
も
、
若
し
、
概
念
に
依
遷
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ

の
概
念
に
包
括
さ
れ
る
事
物
を
凡
て
指
示
し
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
る
に
、
我
々
は
、
幼
少
の
男
児
を
必
ず
「
少
年
」
と
呼
ぶ
と
は
限

ら
な
い
。
幼
少
の
逸
見
で
あ
る
か
ら
と
云
っ
て
、
こ
れ
を
「
少
年
」
な
る
輩
語
が
指
示
し
得
る
と
は
限
ら
な
い
。
我
々
は
場
合
に
よ
っ
て
、

同
じ
事
物
を
、
「
友
入
」
或
は
、
「
兄
」
、
「
弟
」
、
「
生
徒
」
と
呼
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
、
自
己
と
そ
の
面
す
る
事
物
と
が
置
か

れ
た
る
当
擦
に
從
っ
て
、
指
示
す
る
書
語
を
憂
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
物
の
類
概
念
が
包
括
す
る
領
域
と
、
言
語
の
指
示
が
可
能
な

る
領
域
と
は
異
る
の
で
あ
る
。
事
物
を
概
念
的
に
統
一
し
、
そ
れ
を
言
語
の
適
用
し
得
る
領
域
と
し
て
、
我
々
が
把
持
し
て
み
る
も
の
が

意
味
な
ら
ば
、
如
何
な
る
歌
況
の
下
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
概
念
に
包
脱
し
得
る
事
物
を
指
示
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
筈
で
あ
ろ
。
然
し
、

か
く
の
如
き
こ
と
は
、
論
理
的
思
惟
と
し
て
は
い
ざ
知
ら
す
、
日
常
の
言
語
的
活
動
に
於
て
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
言
語
の
意
味

　
　
　
　
　
槻
ろ
こ
と
に
於
け
ろ
言
語
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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の
単
一
3
，
る
指
示
可
能
の
範
園
に
入
り
得
る
も
の
は
、
必
ず
、
そ
の
置
か
れ
た
る
歌
況
と
不
可
分
離
な
る
も
の
で
あ
る
。
或
る
共
通
な
る

歌
況
に
あ
る
、
繋
る
同
襟
な
る
も
の
で
あ
る
。
歌
舞
か
ら
抽
象
さ
れ
、
↓
つ
の
普
遍
的
な
る
様
相
を
知
的
に
認
め
ら
れ
た
る
事
物
で
は
な

い
。
歌
況
と
は
、
兇
廻
さ
れ
た
る
周
園
で
は
な
く
し
て
、
我
々
が
野
象
に
面
し
て
行
平
す
る
時
、
主
導
的
に
把
捉
す
る
環
境
の
全
艦
で
あ

る
。
そ
れ
故
に
、
言
語
の
指
示
可
能
の
領
域
に
あ
る
も
の
は
、
　
一
つ
の
環
境
に
あ
っ
て
主
艦
的
に
把
捉
さ
れ
た
る
事
物
で
あ
る
。
意
味
に

　
　
　
ヘ
　
　
へ

は
必
ず
心
持
が
あ
る
。
　
「
少
年
」
の
語
意
に
も
自
か
ら
、
一
つ
の
主
罷
的
な
る
心
持
が
あ
る
。
云
は
ゴ
、
我
々
が
寒
極
的
に
か
、
或
は
外

的
に
か
、
あ
る
疎
縁
さ
を
以
て
封
せ
し
め
ら
れ
九
人
生
の
未
経
験
者
を
そ
の
略
語
が
指
示
す
る
の
で
あ
る
こ
と
が
懸
魚
さ
れ
ろ
。
か
く
の

如
き
、
回
る
環
境
に
於
け
る
主
膿
的
な
心
持
と
は
異
る
主
罷
工
を
以
て
把
捉
さ
れ
る
封
象
に
面
し
九
場
合
に
は
、
そ
れ
が
同
　
の
類
概
念

に
包
括
さ
れ
る
封
象
で
あ
っ
て
も
、
同
じ
言
語
を
以
て
指
示
す
る
こ
と
を
拒
否
さ
れ
る
。
言
語
が
、
意
味
の
指
示
領
域
を
事
物
の
概
念
的

統
一
と
し
て
も
っ
て
み
る
な
ら
ば
、
か
Σ
る
拒
否
は
行
は
れ
す
に
、
主
罷
的
に
自
我
の
働
く
環
境
を
無
親
し
て
、
適
用
す
る
こ
と
が
許
さ

れ
る
筈
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
指
示
可
龍
の
領
域
と
し
て
意
味
が
統
一
し
把
持
す
る
も
の
は
、
一
つ
の
環
境
に
あ
っ
て
、
主
艦
的
に
自
我

が
働
き
把
捉
す
る
事
物
で
あ
る
。
師
ち
、
そ
こ
に
は
事
物
に
結
合
し
て
、
行
爲
す
る
自
我
と
、
其
等
を
含
む
環
境
が
共
に
把
持
さ
れ
て
ゐ

。
る
從
っ
て
、
別
言
す
れ
ば
、
言
語
の
指
示
可
能
の
領
域
は
、
事
物
と
、
そ
れ
に
而
し
て
行
爲
す
る
自
我
を
中
心
と
せ
る
全
艦
的
環
境
の

世
界
で
あ
る
。
意
味
は
、
同
様
な
る
事
物
に
聾
し
て
、
同
権
な
る
主
翼
性
を
以
て
宙
我
が
行
宣
す
る
主
罷
的
に
共
通
せ
る
個
々
の
全
罷
的

韓
境
を
、
包
括
し
含
む
も
の
で
あ
る
。
　
一
条
、
日
常
の
雷
語
的
活
動
に
於
て
，
事
物
の
み
を
指
示
す
る
や
う
な
言
語
が
あ
る
で
あ
ら
う
か
。

環
境
や
事
物
に
封
ず
る
自
我
か
ら
無
芸
態
に
、
事
物
の
み
を
志
向
さ
せ
る
や
う
な
言
語
が
あ
る
で
あ
ら
う
か
。
云
は
ゴ
、
一
條
の
光
を
闇
に

投
じ
て
、
事
物
の
み
を
冷
か
に
浮
き
出
さ
せ
る
が
如
き
言
語
が
あ
る
で
あ
ら
う
か
。
我
々
が
、
雷
語
に
よ
っ
て
志
向
せ
し
め
ら
れ
る
も
の
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は
、
事
物
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
我
々
は
言
語
の
指
示
に
よ
っ
て
、
至
る
葉
竹
性
を
以
て
、
行
事
的
に
、
宣
る
環
境
の
中
に
於
て
、
事
物

に
封
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
云
は
ゴ
、
言
語
は
、
或
る
場
面
と
、
そ
の
中
央
に
當
る
事
物
を
與
へ
、
我
々
を
、
そ
の
場
面
の
中
央
に

何
て
、
あ
る
心
持
を
以
て
事
物
に
封
ず
る
人
物
た
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
言
語
の
一
般
的
意
味
は
、
か
く
の
如
き
、
個
々
の
惰
景
を
包
括

し
て
み
る
も
の
と
云
へ
る
。

　
一
般
に
意
味
は
鰹
験
の
共
通
性
に
よ
る
個
々
の
腱
験
的
事
象
の
統
一
で
あ
る
。
同
　
の
類
概
念
に
包
括
さ
れ
る
も
の
と
難
も
、
同
檬
な

る
罷
駿
的
事
象
の
中
に
含
ま
る
・
も
の
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
こ
れ
を
統
一
し
な
い
。
概
念
的
に
同
一
な
る
事
物
は
、
仁
山
的
に
同
様
な
る
事
物

で
は
な
い
。
自
我
の
行
爲
及
び
環
境
か
ら
事
物
を
切
り
離
し
、
一
廓
ち
、
艦
験
的
事
象
か
ら
抽
象
し
て
I
l
そ
れ
を
概
念
的
に
規
定
す

る
こ
と
を
以
て
意
味
を
読
明
し
た
る
が
如
く
考
へ
る
も
の
は
、
事
物
の
概
念
と
雷
語
の
意
味
と
を
混
同
し
て
み
る
も
の
で
あ
る
。
意
味
の

へ心
を
感
じ
得
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
人
々
の
臼
か
ら
見
れ
ば
、
「
若
人
」
も
「
若
輩
」
も
岡
じ
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
ら
う
。
此
等

の
指
示
し
得
る
早
事
的
事
象
の
中
に
含
ま
れ
る
事
物
は
共
に
、
「
血
皿
盛
な
る
年
齢
頃
の
人
々
」
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
關
ろ
膿

験
は
相
異
す
る
。
こ
の
二
つ
の
相
異
る
共
通
性
を
も
つ
個
々
の
膿
瞼
的
事
象
が
、
二
つ
の
意
味
に
統
一
さ
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。
こ
の
や

う
に
、
類
概
念
に
よ
る
事
物
の
統
一
と
意
味
の
統
一
と
は
全
く
異
る
の
で
あ
る
。
或
る
言
語
の
指
示
す
る
所
が
、
凡
て
同
一
な
る
事
物
の

概
念
に
包
括
さ
れ
る
が
如
く
見
ゆ
る
場
合
と
錐
も
、
そ
れ
は
、
言
語
に
指
示
さ
れ
る
艦
齢
的
事
象
が
、
偶
々
、
同
一
の
概
念
に
包
括
し
得

る
事
物
を
含
ん
で
み
る
と
云
ふ
に
す
ぎ
な
い
。

　
如
上
、
雷
語
の
意
味
は
、
事
物
と
、
そ
れ
に
面
し
て
行
爲
す
る
自
我
と
を
中
心
と
せ
る
全
腱
的
環
境
を
続
一
し
、
把
持
す
る
も
の
で
あ

る
。
從
っ
て
、
ま
た
、
言
語
は
、
ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
の
云
ふ
が
如
く
事
物
そ
の
も
の
を
冷
か
に
指
示
す
る
も
の
で
は
な
く
、
個
々
の
金
艦
的

　
　
　
　
　
観
る
こ
と
に
於
け
る
言
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
…
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環
境
、
邸
ち
、
艦
験
的
事
象
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
・
に
個
々
の
全
早
撃
環
境
と
私
が
呼
べ
る
も
の
は
、
前
節
に
於
て

蓮
べ
た
る
襯
念
に
他
な
ら
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
ら
う
。
郎
ち
、
行
漉
す
る
自
我
．
か
、
封
象
を
統
一
し
、
ま
九
そ
れ
に
翻
し
て
統
↓
的
に

行
位
す
る
と
き
に
、
常
に
槻
て
る
る
所
の
、
自
我
及
び
鋤
象
を
中
心
と
せ
る
全
罷
的
環
境
に
他
な
ら
な
い
こ
と
が
、
直
ち
に
思
ひ
合
は
さ

れ
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
全
等
的
環
境
、
或
は
観
念
は
、
そ
れ
に
於
て
、
自
我
が
、
無
限
な
る
合
一
的
生
命
を
観
て
み
る
も
の
で
あ
．
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
、
合
一
者
に
か
へ
っ
て
、
そ
の
意
志
を
草
し
て
み
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
主
三
子
に
把
捉
さ
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
雷
語

の
意
味
は
、
か
く
の
如
き
王
艦
的
表
象
と
し
て
の
観
念
を
統
一
し
把
持
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
然
し
、
私
は
こ
エ
で
間
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
言
語
の
意
味
は
、
言
語
の
指
示
を
誤
た
し
め
ざ
る
よ
う
、
あ
た
か
も
族
行
者
の
地
國

の
如
く
に
、
一
々
の
指
示
の
場
合
を
匿
分
け
し
て
統
一
し
て
み
る
地
域
で
あ
る
だ
ら
う
か
。
槻
念
を
統
一
的
に
把
持
し
、
個
々
の
適
用
の

場
合
に
、
何
ら
か
此
と
關
係
二
極
し
て
、
指
示
に
便
な
る
も
の
な
の
で
あ
ら
う
か
。
一
羅
、
我
々
は
、
か
Σ
る
意
味
を
何
虚
に
所
有
し
て

み
る
の
で
あ
ら
う
か
。
ま
た
、
指
示
と
は
何
で
あ
ら
う
か
。
私
は
此
等
を
問
は
す
し
て
、
成
る
べ
く
ガ
～
デ
ィ
ナ
ー
の
論
調
に
そ
っ
て
考

察
を
進
め
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
先
づ
、
観
念
を
統
一
す
る
意
味
は
何
慮
に
あ
る
の
で
あ
ら
う
。
守
る
落
々
は
、
か
蕊
る
言
語
の
一
般
的
意
味
な
ど
は
虚
妄
で
あ
っ
て
、

我
々
に
と
っ
て
、
眞
に
存
す
る
も
の
は
、
個
々
の
言
語
的
表
現
で
あ
る
と
云
ふ
。
彼
等
に
よ
れ
ば
、
一
般
的
意
味
は
、
個
々
の
言
語
的
表

現
の
紬
象
的
統
一
で
あ
り
、
語
欝
欝
や
言
語
學
者
の
理
論
的
産
物
に
す
ぎ
な
い
。
樹
葉
の
言
語
的
活
動
は
、
個
別
的
な
る
直
観
の
表
現
で

あ
っ
て
、
夫
々
に
個
性
的
に
異
る
と
云
ふ
。
然
し
、
我
々
が
少
し
く
反
省
し
て
見
る
な
ら
ば
、
言
語
的
活
動
は
、
決
し
て
恣
意
的
に
行
ひ
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得
る
も
の
で
は
な
く
、
言
語
は
、
個
人
を
超
え
た
肚
會
的
所
與
で
あ
る
こ
と
に
氣
附
く
。
言
語
の
意
味
に
於
け
る
特
有
な
る
統
一
も
、
ま

た
舐
會
的
な
る
統
一
で
あ
る
。
意
味
は
、
個
々
の
自
我
を
超
え
た
所
に
、
即
ち
、
赴
會
の
中
に
存
す
る
。
意
味
の
統
一
は
、
減
磁
學
者
や

語
三
者
が
恣
意
に
握
面
し
た
る
も
の
で
は
な
い
。
若
し
斯
く
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
人
々
が
是
に
同
意
し
、
是
に
從
っ
て
、
祉

會
的
な
る
規
定
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
筈
で
あ
る
。
我
々
は
、
公
共
的
な
る
言
語
を
介
し
て
の
み
自
己
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
り
、
自
己
の
罷
験
的
事
象
も
、
意
味
に
統
…
さ
れ
て
の
み
表
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
我
々
の
個
々
の
全
艦
的
環
境
、

師
ち
、
圭
罷
的
表
象
と
し
て
の
観
念
を
統
一
す
る
も
の
は
趾
會
で
あ
る
。
趾
會
が
、
こ
の
個
々
の
観
念
を
統
一
的
に
観
て
み
る
の
で
あ
る

と
考
へ
ざ
る
を
得
な
い
。
加
之
、
そ
れ
は
、
散
在
せ
ろ
難
多
を
包
括
す
る
こ
と
で
は
な
く
し
て
、
主
罷
的
に
統
一
し
て
槻
る
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
然
し
、
か
・
る
個
人
を
超
え
た
意
味
の
続
一
が
、
全
く
我
々
と
無
關
係
に
あ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
個
々
の
環
境
を
何
ら
か
、
此
と

素
干
さ
せ
て
表
現
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
知
り
得
べ
く
も
な
い
の
で
あ
る
。
三
っ
て
、
一
面
に
於
て
は
、
意
味
は
、
ガ
ー
デ

ヘ
ナ
：
の
云
ふ
が
如
き
、
我
々
の
心
的
實
在
（
一
）
超
。
三
呈
①
g
ξ
）
　
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
】
）
．
刈
9
）
而
し
て
、
ま
た
内
省
に
よ
っ
て

見
出
し
得
る
も
の
で
も
あ
ら
う
。
我
々
は
、
内
省
に
よ
っ
て
、
看
る
言
葉
の
一
般
的
な
る
意
味
を
把
捉
し
、
ま
た
こ
れ
を
設
明
し
述
語
す

る
こ
と
も
で
き
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
意
味
を
、
自
己
の
個
人
的
な
る
心
的
實
在
と
し
て
の
み
把
捉
す
る
の
で
は
な
い
。
同
時
に
肚
會
的

に
共
通
な
る
も
の
と
し
て
把
捉
す
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
自
己
の
個
々
の
艦
験
的
事
象
を
包
括
す
る
。
奮
。
・
と
し
て
ゴ
は
な
く
、
あ
る
主

膿
的
に
統
一
的
な
る
杜
會
的
観
念
と
し
て
會
得
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
、
意
味
は
号
旗
的
飼
人
的
と
云
ふ
二
重
の
性
格
を
も
つ
も

の
と
云
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
郎
ち
、
自
我
の
側
か
ら
云
へ
ば
、
自
我
は
意
味
を
、
自
己
の
影
響
的
な
る
心
的
青
空
と
し
て
見
出
す
も
の
で

　
　
　
　
　
糊
…
ろ
こ
と
に
於
け
ろ
「
冒
載
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
二
三
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あ
る
と
共
に
、
就
會
的
な
ろ
観
念
と
し
て
観
る
こ
と
の
で
き
る
祉
會
で
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
人
で
あ
る
と
同
時
に
赴
會
で
も
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
般
的
観
念
を
観
る
肚
會
は
、
事
實
、
我
々
個
人
を
離
れ
て
別
の
所
に
存
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
誰
も
が
云
ふ
が
如
く
に
、
多

数
の
個
人
の
集
合
で
は
な
く
し
て
、
こ
れ
を
統
一
し
含
む
晋
遍
者
で
あ
り
、
そ
の
統
一
す
る
こ
と
に
於
て
成
立
し
て
み
る
も
の
で
あ
る
。

個
人
を
統
一
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
個
入
を
離
れ
て
成
立
せ
す
、
却
て
、
王
入
を
個
人
と
し
て
成
立
せ
し
め
な
が
ら
、
こ
れ
を
統
一
し

て
み
る
も
の
で
あ
る
。
郎
ち
、
個
人
を
融
合
し
て
等
質
的
な
ろ
一
つ
の
量
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
し
て
、
個
入
を
一
つ
の
終
結
し
た
る
入

格
と
し
て
成
立
せ
し
め
な
が
ら
統
一
す
る
普
遍
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
、
個
人
は
、
一
つ
の
終
結
し
写
る
も
の
と
し
て
、

個
別
で
あ
る
と
同
時
に
並
旦
遍
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
、
こ
の
並
上
里
的
に
し
て
個
別
的
な
る
個
人
は
、
一
越
終
結
し
た
る
自
立
者

で
あ
る
が
故
に
、
普
遍
者
に
一
塁
離
れ
て
封
立
し
得
ろ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
ま
た
、
普
遍
者
。
か
、
そ
れ
の
統
｝
に
於
て
存
す
る
個

人
を
個
人
た
ら
し
め
る
が
爲
に
は
、
個
人
に
罪
し
て
自
己
を
定
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
師
ち
、
個
々
に
相
封
的
な
る
普
遍
者
と
し
て

の
個
人
に
粗
し
、
そ
の
統
一
者
と
し
て
の
普
遍
者
が
鼎
立
す
る
の
で
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
、
祉
會
は
、
個
人
に
於
け
る
相
封
的
祉
會
で
あ

る
と
共
に
、
こ
れ
に
封
ず
る
統
一
的
就
會
で
あ
っ
て
、
個
人
が
普
通
に
肚
會
と
呼
ぶ
も
の
は
、
こ
の
自
己
に
封
饗
す
る
祉
會
な
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
欄
人
は
そ
れ
自
身
、
同
時
に
相
懸
寺
田
會
で
あ
る
が
故
に
、
彼
に
と
っ
て
は
、
肚
會
は
、
自
己
自
身
に
於
て
存
す
る
と
共
に
、

自
己
に
脇
立
し
て
も
存
す
る
の
で
あ
る
。
日
常
的
自
我
は
、
こ
の
立
揚
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
に
と
っ
て
は
、
自
己
の
行
ふ
所
は
世
間

の
行
ふ
所
で
あ
り
、
世
間
の
行
ふ
所
は
自
己
の
行
ふ
所
で
あ
る
。
云
は
草
風
俗
的
世
界
が
そ
こ
に
あ
る
。
勿
論
、
個
人
の
行
ふ
所
は
、
個

牲
的
な
る
色
合
を
も
つ
て
み
る
。
湘
封
的
な
る
海
錨
は
、
個
入
の
個
性
と
不
可
分
離
で
あ
る
が
故
に
、
然
か
あ
ろ
べ
き
で
あ
る
。
然
し
、
そ
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れ
が
、
ま
た
趾
會
一
般
に
行
は
れ
る
風
俗
と
し
て
見
出
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
、
風
俗
的
世
界
は
日
常
の
自
我
の
立
場

な
の
で
あ
っ
て
、
相
封
的
な
る
就
會
的
立
場
で
あ
る
。

如
上
の
考
察
よ
り
し
て
、
内
省
に
よ
っ
て
、
意
味
を
心
的
實
在
と
し
て
見
出
す
自
我
は
，
同
時
に
、
（
祉
會
的
槻
念
を
叢
る
）
鮭
會
で
あ
っ

て
、
相
律
的
杜
會
と
し
て
、
統
一
的
赴
會
に
封
書
す
る
。
そ
れ
故
に
、
ま
た
、
自
己
の
心
的
實
在
と
し
て
の
意
味
を
、
肚
無
二
般
に
行
は

れ
る
一
般
的
観
念
と
し
て
見
出
す
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
に
し
て
、
前
掲
の
問
題
一
1
一
般
的
意
味
は
、
何
腱
に
あ
る
か
と
云
ふ
問
ひ

一
に
賢
し
て
、
答
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。
郎
ち
、
個
人
的
に
し
て
就
會
的
な
る
自
我
に
と
っ
て
は
、
意
味
は
自
己
の
心
的
廿
才
で
あ
る

と
共
に
、
祉
會
的
に
共
有
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
私
は
、
前
述
の
如
き
　
般
的
観
念
、
部
ち
、
言
語
の
一
般
的
意
味
。
か
、
如
何
に
し
て
個
々
の
全
艦
的
環
境
に
關
聯
せ
し
め
ら
れ
て
、

言
語
の
表
現
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
ら
う
か
、
と
云
ふ
問
題
に
遭
遇
す
る
。
け
れ
ど
も
、
、
こ
の
問
題
は
簡
輩
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
我

々
が
常
に
、
個
々
の
全
鰹
的
環
境
、
或
は
、
個
々
の
観
念
を
統
一
し
て
み
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
邸
ち
、
醒
験
的
事
象
の
主
罷
的
な
る
統

一
を
行
っ
て
み
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
常
に
、
一
般
的
観
念
を
煎
る
こ
と
は
、
個
々
の
観
念
を
観
る
こ
と
・
同
時
に
行
は
れ
て
る
る
筈
で

あ
る
。
我
々
は
個
々
の
全
罷
的
環
境
を
観
る
こ
と
に
鞭
て
、
一
般
的
観
念
を
観
て
み
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
そ
こ
に
は
既
に
、
爾
者
の

不
可
分
な
る
關
聯
が
な
さ
れ
て
る
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
限
り
に
於
て
、
我
々
は
常
に
荒
薦
的
活
動
を
行
っ
て
み
る
と
云
ふ
こ
と
が
で
き

る
。
表
出
せ
ざ
る
内
的
書
語
を
常
に
も
っ
て
み
る
と
云
へ
る
。
然
し
、
自
我
が
一
般
的
観
念
を
終
る
こ
と
が
、
内
省
に
よ
る
の
で
あ
る
な

ら
ば
、
個
々
の
観
念
を
観
る
と
同
時
に
、
そ
の
こ
と
が
行
は
れ
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
郎
ち
、
内
省
は
自
我
の
内
を
観

る
こ
と
で
あ
り
、
個
々
の
観
念
を
観
る
こ
と
は
、
外
を
観
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
聖
者
が
同
時
に
行
は
れ
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
で
は
な
い
か

　
　
　
　
　
観
る
こ
と
に
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と
云
ふ
疑
問
が
生
す
る
。
け
れ
ど
も
、
我
々
は
、
槻
る
以
上
は
外
に
観
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
内
を
観
る
と
云
っ
て
も
、
観

る
こ
と
が
、
我
々
が
事
象
を
観
る
こ
と
で
あ
る
以
上
は
、
外
に
観
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
個
々
の
全
膿
漏
環
境
を
観
る
こ
と
は
、

前
節
に
述
べ
た
る
が
如
く
、
自
我
が
自
己
の
根
栂
を
覗
ふ
こ
と
で
あ
り
、
普
遍
的
生
命
が
、
そ
の
一
つ
の
産
出
活
動
に
就
て
反
省
す
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
や
う
に
、
｛
般
翠
嵐
念
を
湿
る
こ
と
は
、
自
我
が
自
己
の
よ
り
深
き
根
抵
を
覗
ふ
こ
と
で
あ
り
、
普
遍
的
生
命
が
、
自

己
を
よ
り
深
く
反
省
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
爾
者
は
普
遍
的
生
命
の
内
省
で
あ
る
と
共
に
、
観
念
を
外
に
観
る
こ
と
で
あ

る
。
古
し
て
、
普
遍
的
生
命
は
、
自
己
の
一
つ
の
産
出
活
動
を
自
我
に
依
っ
て
反
省
す
る
が
如
く
、
よ
り
深
く
自
己
を
反
省
す
る
が
爲
に

は
、
赴
會
と
し
て
自
己
を
定
立
す
る
。
然
し
こ
の
胤
會
が
成
立
す
る
が
爲
に
は
、
前
述
の
如
く
、
自
我
を
同
時
に
阯
會
と
し
、
普
遍
的
生

命
の
、
よ
り
深
き
根
抵
を
覗
は
し
む
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
個
々
の
観
念
に
於
て
、
一
般
的
観
念
を
槻
る
と
い
ふ

の
は
こ
の
意
味
で
あ
る
。
我
々
は
、
日
々
の
膿
験
的
事
象
に
於
て
、
そ
れ
が
個
性
的
な
る
事
象
で
あ
る
と
共
に
、
世
間
～
般
に
行
は
る
・

も
の
で
あ
る
こ
と
を
直
豊
す
る
。
邸
ち
、
祉
會
的
思
念
的
な
る
も
の
を
、
そ
の
中
に
槻
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
右
の
如
き
、
偲
々

の
槻
念
に
於
て
、
｝
般
的
観
念
を
観
る
こ
と
に
依
る
も
の
で
あ
る
。

　
如
上
、
蓮
べ
來
つ
た
所
に
よ
っ
て
、
私
は
、
槻
照
的
鯨
幕
的
な
る
世
界
に
於
け
る
言
語
の
重
要
な
る
役
割
を
次
の
如
く
に
結
論
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
日
常
の
言
語
的
活
動
は
、
個
々
の
全
膿
的
環
境
、
も
し
く
は
罷
験
的
事
象
を
統
　
す
る
作
用
と
し
て
、
常
に
、
内
的
に
働
く
も

の
で
あ
り
、
そ
の
表
現
は
、
個
入
的
に
し
て
杜
會
的
な
る
観
念
、
激
ち
、
個
姓
的
に
し
て
、
祉
會
的
通
念
的
な
る
全
肉
的
環
境
を
徳
ふ
る

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
ま
た
、
言
語
的
活
動
は
、
観
る
こ
と
　
般
の
世
界
に
於
て
、
自
我
を
し
て
、
個
入
野
卑
會
的
な
る
観
照
を
行

は
し
む
る
も
の
で
あ
り
、
個
人
的
魅
會
的
な
る
行
爲
を
可
能
な
ら
し
め
て
み
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
行
爲
的
自
我
は
、
槻
念
を
介
し



て
ゴ
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
も
の
も
の
・
心
を
み
る
が
故
に
、

和
に
暮
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
（
完
）

ま
た
美
的
な
る
日
常
の
風
俗
的
世
界
の
中
に
、
話
し
つ
・
、
語
り
つ
・
、
李

or59

観
ろ
こ
と
に
於
け
ろ
言
語
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